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障
害
者
権
利
条
約
と
成
年
後
見
法
―
―
「
前
門
の
虎
、
後
門
の
狼
」
―
―
新
井
誠
Ⅰ
本
稿
の
目
的
二
〇
〇
〇
年
四
月
に
施
行
さ
れ
た
成
年
後
見
法
は
高
齢
社
会
に
お
い
て
は
そ
の
機
能
を
十
分
に
果
た
す
こ
と
が
強
く
求
め
ら
れ
て
い
る
。
高
齢
社
会
に
お
い
て
は
、
意
思
能
力
の
低
下
・
喪
失
に
帰
因
す
る
障
害
を
抱
え
た
人
々
は
増
加
の
一
途
を
辿
っ
て
お
り
、
彼
等
の
権
利
擁
護
は
喫
緊
の
課
題
だ
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
成
年
後
見
法
は
今
二
つ
の
大
き
な
試
練
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
。
一
つ
は
、
利
用
状
況
の
低
迷
で
あ
り
、
二
つ
は
、
基
礎
概
念
へ
の
懐
疑
で
あ
る
。
利
用
状
況
に
つ
い
て
は
既
に
分
析
を
加
え
て
い（
１
）る
が
、
大
要
を
示
し
て
お
き
た
い
。
成
年
後
見
法
施
行
後
一
〇
年
間
の
法
定
後
見
開
始
の
審
判
の
認
容
件
数
の
総
計
は
、
一
〇
年
間
で
一
六
万
八
、
七
二
九
件
で
あ
る
。
そ
の
内
訳
は
、
後
見
開
始
の
審
判
の
認
容
件
数
が
一
四
万
六
、
六
八
〇
件
、
保
佐
開
始
の
審
判
の
認
容
件
数
が
一
万
五
、
〇
一
〇
件
、
補
助
開
始
の
審
判
の
認
容
件
数
が
七
、
〇
三
九
件
と
な
っ
て
い
る
。
任
意
後
見
契
約
締
結
の
登
記
は
、
一
〇
年
間
で
四
万
七
二
九
件
で
あ
り
、
任
意
後
見
監
督
人
の
選
任
は
二
、
一
七
六
件
と
な
っ
て
い
る
。
論
説
千葉大学法学論集 第２８巻第１・２号（２０１３）
２９
上
記
の
実
績
を
筆
者
な
り
に
分
析
し
た
と
こ
ろ
を
再
述
し
て
お
き
た
い
。
「
成
年
後
見
制
度
施
行
時
の
１０
年
前
と
比
較
す
る
と
、
制
度
の
利
用
は
大
い
に
進
展
し
た
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
に
は
、
審
理
期
間
の
短
縮
化
、
鑑
定
費
用
の
低
廉
化
等
を
成
し
遂
げ
た
家
庭
裁
判
所
の
多
大
の
努
力
が
あ
り
、
そ
れ
に
対
し
て
は
深
く
敬
意
を
表
し
た
い
。
と
り
わ
け
第
三
者
後
見
人
選
任
の
増
加
、
市
区
町
村
長
申
立
て
の
拡
大
等
に
示
さ
れ
た
動
向
は
、『
成
年
後
見
の
社
会
化
』
が
我
が
国
社
会
に
お
い
て
具
現
化
さ
れ
る
端
緒
と
位
置
づ
け
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。
し
か
し
な
が
ら
他
方
に
お
い
て
、
成
年
後
見
制
度
の
利
用
は
総
数
と
し
て
は
未
だ
不
十
分
で
あ
り
、
他
国
と
比
し
て
そ
の
利
用
率
は
き
わ
め
て
低
調
で
あ
る
。
し
か
も
後
見
類
型
に
あ
ま
り
に
も
偏
っ
た
利
用
、
任
意
後
見
契
約
締
結
率
の
低
迷
等
の
成
年
後
見
法
の
基
本
理
念
に
抵
触
す
る
よ
う
な
憂
慮
す
べ
き
事
態
に
直
面
し
て
い
る
の
で
あ（
２
）る
。」
要
す
る
に
、
利
用
状
況
は
芳
し
く
な
く
、
利
用
の
内
実
も
成
年
後
見
法
の
基
本
理
念
に
沿
っ
た
も
の
と
は
い
え
な
い
。
加
え
て
、
成
年
後
見
法
の
基
礎
と
な
っ
て
い
る
考
え
方
に
障
害
者
権
利
条
約
（C
onvention
on
the
R
ights
of
Persons
w
ith
D
isabilities
、
以
下
、「
条
約
」
と
い
う
）
が
大
き
な
動
揺
を
与
え
て
い
る
。
一
方
で
は
、
利
用
状
況
を
大
き
く
好
転
さ
せ
る
べ
き
で
あ
る
の
に
、
他
方
で
は
、
利
用
を
拡
大
し
て
い
く
こ
と
が
夥
し
い
数
の
「
条
約
」
抵
触
事
案
を
生
み
出
す
か
も
し
れ
な
い
、
と
い
う
大
き
な
矛
盾
に
逢
着
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
本
稿
の
副
題
を
「
前
門
の
虎
、
後
門
の
狼
」
と
名
付
け
た
所
以
で
あ
る
。
本
稿
の
目
的
は
、「
条
約
」
の
内
容
を
明
ら
か
に
し
、
成
年
後
見
法
と
の
関
係
を
論
じ
た
う
え
で
、「
条
約
」
を
視
座
に
据
え
つ
つ
我
が
国
成
年
後
見
法
の
今
後
の
方
向
性
を
見
出
そ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
Ⅱ
障
害
者
権
利
条
約
二
〇
〇
六
年
一
二
月
一
三
日
、「
条
約
」
が
第
六
一
回
国
連
総
会
に
お
い
て
満
場
一
致
に
て
採
択
さ
れ
、
二
〇
〇
八
年
五
月
三
日
《論 説》
３０
に
発
効
し（
３
）た
。
わ
が
国
は
二
〇
〇
七
年
九
月
二
八
日
に
署
名
し
て
い
る
が
、
批
准
は
し
て
い
な
い
。
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
、
ド
イ
ツ
、
カ
ナ
ダ
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、
イ
ン
ド
、
中
国
等
は
批
准
し
た
が
、
ア
メ
リ
カ
、
ロ
シ
ア
は
批
准
し
て
い
な
い
。
１
パ
ラ
ダ
イ
ム
の
転
換
と
社
会
モ
デ
ル
の
採
用
障
害
者
は
、
歴
史
的
に
は
、
保
護
の
対
象
と
さ
れ
て
き
た
。
障
害
者
施
策
と
は
、
障
害
者
へ
の
福
祉
と
医
療
の
提
供
が
基
本
と
な
っ
て
お
り
、
国
際
的
に
は
、
世
界
保
健
機
構
と
国
連
経
済
社
会
委
員
会
に
よ
っ
て
所
管
さ
れ
て
い
た
。
従
来
の
国
際
文
書
は
障
害
者
を
保
護
と
世
話
の
対
象
と
み
な
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
伝
統
的
な
視
点
に
反
し
て
、
障
害
者
を
社
会
政
策
的
・
医
療
政
策
的
見
地
で
は
な
く
、
人
権
の
見
地
か
ら
位
置
づ
け
た
最
初
の
国
際
文
書
が
「
条
約
」
で
あ
る
。「
条
約
」
は
、
障
害
者
が
日
常
生
活
を
送
る
う
え
で
特
別
な
問
題
を
抱
え
て
い
る
こ
と
を
認
め
つ
つ
、
障
害
を
人
間
が
社
会
生
活
を
営
む
際
の
普
通
の
要
因
と
み
な
す
。
こ
の
よ
う
に
障
害
者
を
人
権
の
見
地
か
ら
捉
え
る
の
は
、
従
来
の
考
え
方
か
ら
の
大
転
換
を
意
味
す
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
①
伝
統
的
な
統
合
（integration
）
概
念
か
ら
包
摂
（inclusion
）
と
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
概
念
へ
の
移
行
、
そ
し
て
②
世
話
の
対
象
か
ら
自
律
と
自
己
決
定
権
を
含
む
平
等
の
権
利
を
享
有
す
る
主
体
へ
の
移
行
、
と
い
う
二
つ
の
大
き
な
パ
ラ
ダ
イ
ム
の
転
換
が
図
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
理
論
的
に
は
、
既
存
の
人
権
条
約
を
も
っ
て
障
害
者
の
権
利
を
擁
護
す
る
こ
と
は
で
き
た
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
、
現
実
世
界
に
お
い
て
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
条
約
の
存
在
に
も
拘
ら
ず
、
障
害
者
は
差
別
さ
れ
て
き
た
。「
条
約
」
が
目
指
し
た
の
は
、
障
害
者
に
付
与
さ
れ
る
権
利
の
具
体
的
な
内
容
と
そ
の
実
現
方
法
の
詳
細
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
実
際
、「
条
約
」
は
そ
の
目
障害者権利条約と成年後見法
３１
的
を
こ
の
よ
う
な
文
脈
で
設
定
し
て
い
る
（
１
条
）。「
条
約
」
は
「
障
害
」
と
い
う
概
念
を
広
く
捉
え
、「
障
害
」
を
単
な
る
医
学
的
事
実
で
は
な
く
、
身
体
状
態
に
由
来
す
る
社
会
的
状
況
と
理
解
す
る
。
そ
の
適
用
範
囲
は
広
く
、
伝
統
的
、
医
学
的
な
理
解
を
は
る
か
に
超
え
て
い
る
。
こ
の
こ
と
を
「
障
害
の
医
学
モ
デ
ル
（m
edicalm
odelof
disability
）」
で
は
な
く
、「
障
害
の
社
会
モ
デ
ル
（social
m
odel
of
disability
）」
の
採
用
と
い（
４
）う
。
こ
の
こ
と
は
、
既
存
の
人
権
条
約
が
ど
れ
ほ
ど
機
能
し
た
の
か
、
と
い
う
問
題
と
密
接
に
関
連
す
る
の
で
あ
り
、
能
力
低
下
や
社
会
的
不
利
は
個
人
に
起
因
し
て
生
ず
る
と
い
う
従
来
の
「
障
害
」
の
捉
え
方
で
は
、
そ
の
原
因
除
去
の
方
法
が
「
障
害
」
の
克
服
と
な
り
、「
障
害
者
」
は
医
療
や
保
護
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
対
象
に
の
み
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
か
ら
で
あ
り
、
逆
に
社
会
モ
デ
ル
か
ら
は
、
そ
の
原
因
除
去
の
方
法
は
社
会
側
の
障
壁
の
除
去
へ
と
つ
な
が
る
、
と
指
摘
さ
れ
て
い（
５
）る
。
２
基
本
構
造
と
実
質
的
な
人
権
保
障
「
条
約
」
は
全
５０
条
か
ら
成
る
。
１
条
〜
８
条
は
条
約
の
中
軸
と
な
る
基
本
原
則
を
謳
い
、
９
条
〜
３０
条
は
生
活
の
具
体
的
な
局
面
に
お
け
る
障
害
者
の
権
利
と
締
約
国
の
義
務
が
列
挙
し
て
規
定
さ
れ
て
い
る
。
３１
条
〜
４０
条
は
「
条
約
」
の
国
内
的
、
国
際
的
な
実
施
体
制
を
整
備
す
る
た
め
の
規
定
で
あ
る
。
４１
条
〜
５０
条
は
「
条
約
」
の
批
准
手
続
や
効
力
発
生
等
の
規
定
に
当
て
ら
れ
て
い
る
。
「
条
約
」
１
条
は
次
の
よ
う
に
規
定
し
て
い（
６
）る
。
「
こ
の
条
約
は
、
す
べ
て
の
障
害
者
に
よ
る
あ
ら
ゆ
る
人
権
及
び
基
本
的
自
由
の
完
全
か
つ
平
等
な
享
有
を
促
進
し
、
保
護
し
、
及
び
確
保
す
る
こ
と
並
び
に
障
害
者
の
固
有
の
尊
厳
の
尊
重
を
促
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
障
害
者
に
は
、
長
期
的
な
身
体
的
、
精
神
的
、
知
的
又
は
感
覚
的
な
機
能
障
害
で
あ
っ
て
、
様
々
な
障
壁
と
の
相
互
作
用
に
よ
り
他
の
者
と
の
平
等
を
基
礎
と
し
て
社
会
に
完
全
か
つ
効
果
的
に
参
加
す
る
こ
と
を
妨
げ
得
る
も
の
を
有
す
る
者
を
含
む
。」
《論 説》
３２
ま
た
「
条
約
」
前
文
⒠
は
次
の
よ
う
に
規
定
し
て
い
る
。
「
障
害
が
発
展
す
る
概
念
で
あ
る
こ
と
を
認
め
、
ま
た
、
障
害
が
、
機
能
障
害
を
有
す
る
者
と
こ
れ
ら
の
者
に
対
す
る
態
度
及
び
環
境
に
よ
る
障
壁
と
の
間
の
相
互
作
用
で
あ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
者
が
他
の
者
と
の
平
等
を
基
礎
と
し
て
社
会
に
完
全
か
つ
効
果
的
に
参
加
す
る
こ
と
を
妨
げ
る
も
の
に
よ
っ
て
生
ず
る
こ
と
を
認
め
、」
１
条
後
段
が
「
様
々
な
障
壁
と
の
相
互
作
用
に
よ
り
他
の
者
と
の
平
等
を
基
礎
と
し
て
社
会
に
完
全
か
つ
効
果
的
に
参
加
す
る
こ
と
を
妨
げ
得
る
も
の
を
有
す
る
者
」
が
障
害
者
で
あ
る
こ
と
を
明
示
し
て
お
り
、
前
文
⒠
が
「
障
害
が
発
展
す
る
概
念
で
あ
る
こ
と
を
認
め
、
ま
た
、
障
害
が
、
機
能
障
害
を
有
す
る
者
と
こ
れ
ら
の
者
に
対
す
る
態
度
及
び
環
境
に
よ
る
障
壁
と
の
間
の
相
互
作
用
」
で
あ
る
と
規
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
既
述
の
「
障
害
の
社
会
モ
デ
ル
」
が
採
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
「
条
約
」
の
文
言
上
も
は
っ
き
り
と
示
さ
れ
て
い
る
。
「
条
約
」
で
は
至
る
所
で
「
他
の
者
と
の
平
等
を
基
礎
と
し
て
（on
an
equal
basis
w
ith
others
）」（
１
条
、
２
条
、
１０
条
、
１２
条
等
）
と
い
う
文
言
が
見
出
さ
れ
る
が
、
そ
の
趣
旨
は
、
障
害
者
に
よ
る
平
等
な
権
利
の
享
受
と
確
保
を
国
家
の
法
的
義
務
と
し
て
位
置
づ
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
形
式
的
な
平
等
か
ら
実
質
的
な
機
会
の
平
等
（
人
権
保
障
）
を
志
向
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
「
条
約
」
は
障
害
者
の
新
た
な
権
利
を
承
認
す
る
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
既
存
の
人
権
条
約
を
補
完
し
、
実
質
的
な
人
権
保
障
こ
そ
を
目
的
と
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
２
条
に
お
け
る
「
合
理
的
配
慮
（reasonable
accom
odation
）」
は
、「
障
害
者
が
他
の
者
と
の
平
等
を
基
礎
と
し
て
す
べ
て
の
人
権
及
び
基
本
的
自
由
を
享
有
し
、
又
は
行
使
す
る
こ
と
を
確
保
す
る
た
め
の
必
要
か
つ
適
当
な
変
更
及
び
調
整
で
あ
っ
て
、
特
定
の
場
合
に
お
い
て
必
要
と
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
か
つ
、
均
衡
を
失
し
た
又
は
過
度
の
負
担
を
課
さ
な
い
も
の
を
い
う
。」
と
定
義
さ
れ
、
ま
た
「
障
害
に
基
づ
く
差
別
に
は
、
あ
ら
ゆ
る
形
態
の
差
別
（
合
理
的
配
慮
を
含
む
。）
を
含
む
。」
と
規
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
個
別
の
障
害
者
の
障
害
特
性
に
応
じ
て
社
会
が
必
要
な
配
慮
を
積
極
的
に
行
な
う
こ
と
と
障害者権利条約と成年後見法
３３
さ
れ
て
い
る
。３
成
年
後
見
に
関
す
る
特
別
規
定
「
条
約
」
は
１２
条
に
成
年
後
見
に
関
す
る
特
別
規
定
を
設
け
て
い
る
。
１２
条
は
次
の
よ
う
に
規
定
し
て
い
る
。
「
第
１２
条
法
律
の
前
に
ひ
と
し
く
認
め
ら
れ
る
権
利
１
締
約
国
は
、
障
害
者
が
す
べ
て
の
場
所
に
お
い
て
法
律
の
前
に
人
と
し
て
認
め
ら
れ
る
権
利
を
有
す
る
こ
と
を
再
確
認
す
る
。
２
締
約
国
は
、
障
害
者
が
生
活
の
あ
ら
ゆ
る
側
面
に
お
い
て
他
の
者
と
の
平
等
を
基
礎
と
し
て
法
的
能
力
を
享
有
す
る
こ
と
を
認
め
る
。
３
締
約
国
は
、
障
害
者
が
そ
の
法
的
能
力
の
行
使
に
当
た
っ
て
必
要
と
す
る
支
援
を
利
用
す
る
機
会
を
提
供
す
る
た
め
の
適
当
な
措
置
を
と
る
。
４
締
約
国
は
、
法
的
能
力
の
行
使
に
関
連
す
る
す
べ
て
の
措
置
に
お
い
て
、
濫
用
を
防
止
す
る
た
め
の
適
当
か
つ
効
果
的
な
保
障
を
国
際
人
権
法
に
従
っ
て
定
め
る
こ
と
を
確
保
す
る
。
当
該
保
障
は
、
法
的
能
力
の
行
使
に
関
連
す
る
措
置
が
、
障
害
者
の
権
利
、
意
思
及
び
選
好
を
尊
重
す
る
こ
と
、
利
益
相
反
を
生
じ
さ
せ
ず
、
及
び
不
当
な
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
こ
と
、
障
害
者
の
状
況
に
応
じ
、
か
つ
、
適
合
す
る
こ
と
、
可
能
な
限
り
短
い
期
間
に
適
用
さ
れ
る
こ
と
並
び
に
権
限
の
あ
る
、
独
立
の
、
か
つ
、
公
平
な
当
局
又
は
司
法
機
関
に
よ
る
定
期
的
な
審
査
の
対
象
と
な
る
こ
と
を
確
保
す
る
も
の
と
す
る
。
当
該
保
障
は
、
当
該
措
置
が
障
害
者
の
権
利
及
び
利
益
に
及
ぼ
す
影
響
の
程
度
に
応
じ
た
も
の
と
す
る
。
５
締
約
国
は
、
こ
の
条
の
規
定
に
従
う
こ
と
を
条
件
と
し
て
、
障
害
者
が
財
産
を
所
有
し
、
又
は
相
続
し
、
自
己
の
会
計
を
《論 説》
３４
管
理
し
、
及
び
銀
行
貸
付
け
、
抵
当
そ
の
他
の
形
態
の
金
融
上
の
信
用
を
利
用
す
る
均
等
な
機
会
を
有
す
る
こ
と
に
つ
い
て
の
平
等
の
権
利
を
確
保
す
る
た
め
の
す
べ
て
の
適
当
か
つ
効
果
的
な
措
置
を
と
る
も
の
と
し
、
障
害
者
が
そ
の
財
産
を
恣
意
的
に
奪
わ
れ
な
い
こ
と
を
確
保
す
る
。」
第
一
に
、「
条
約
」
は
障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
を
禁
止
し
（
５
条
）、
障
害
者
は
他
者
と
同
等
の
権
利
を
有
し
（
１２
条
１
項
）、
そ
の
権
利
の
行
使
に
際
し
て
は
自
己
決
定
権
を
有
す（
７
）る
。
し
た
が
っ
て
、
障
害
は
成
年
後
見
人
選
任
の
根
拠
に
は
な
ら
な
い
し
、
本
人
の
法
的
能
力
を
制
限
す
る
理
由
と
も
な
ら
な
い
。
成
年
後
見
人
選
任
や
法
的
能
力
制
限
が
正
当
化
さ
れ
る
の
は
、
無
能
力
が
ど
こ
に
帰
因
す
る
の
か
と
は
関
係
な
く
、
本
人
が
自
律
的
な
意
思
決
定
が
で
き
な
い
場
合
の
み
で
あ
る
。
第
二
に
、「
条
約
」
は
「
権
利
を
持
つ
権
利
」
を
承
認
し
て
い
る
。
権
利
を
行
使
す
る
際
の
自
己
決
定
と
い
っ
て
も
、
本
人
が
実
際
に
も
自
力
で
意
思
決
定
す
る
の
で
な
け
れ
ば
、
画
餅
に
帰
し
て
し
ま
う
か
ら
で
あ
る
。
本
人
が
自
己
決
定
能
力
を
欠
く
の
で
あ
れ
ば
、
国
家
が
自
己
決
定
す
る
た
め
の
権
利
行
使
の
支
援
を
す
べ
き
で
あ
る
（
１２
条
３
項
）。
し
た
が
っ
て
、「
条
約
」
１２
条
が
意
味
す
る
自
己
決
定
権
は
矛
盾
す
る
側
面
を
併
有
し
て
い
る
。
一
方
で
は
、
自
律
的
自
己
決
定
に
際
し
て
は
、
国
家
や
他
者
か
ら
の
干
渉
に
対
し
て
戦
う
権
利
を
認
め
、
他
方
で
は
、
自
律
的
自
己
決
定
が
で
き
な
い
と
き
に
は
、
意
思
決
定
や
権
利
行
使
に
つ
い
て
支
援
を
得
る
権
利
を
認
め
て
い
る
。
第
三
に
、「
条
約
」
１２
条
４
項
は
支
援
方
法
に
関
す
る
指
針
を
具
体
的
に
提
示
し
、
本
人
の
権
利
、
意
思
、
選
好
の
尊
重
、
利
益
相
反
の
回
避
、
不
当
威
圧
の
排
除
、
本
人
状
況
の
配
慮
、
可
及
的
短
期
間
の
適
用
、
独
立
・
公
正
な
当
局
の
定
期
的
見
直
し
を
挙
げ
て
い
る
。
「
条
約
」
１２
条
の
上
記
の
要
件
に
照
ら
し
て
み
る
と
、
成
年
後
見
制
度
は
被
後
見
人
の
自
律
的
自
己
決
定
権
を
侵
害
し
て
い
る
差
別
的
な
も
の
で
は
な
い
の
か
と
の
疑
念
が
生
じ
て
く
る
。
伝
統
的
な
成
年
後
見
の
考
え
方
は
、
代
行
意
思
決
定
（substituted
deci-
障害者権利条約と成年後見法
３５
sion-m
aking
）
と
い
わ
れ
、
本
人
の
自
律
と
自
己
決
定
を
侵
害
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
と
批
判
さ
れ
て
い
る
。「
条
約
」
１２
条
３
項
は
支
援
付
意
思
決
定
（supported
decision-m
aking
）
と
い
う
概
念
を
措
定
し
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
意
思
決
定
の
み
が
許
容
さ
れ
て
い
る
と
の
見
解
が
有
力
で
あ（
８
）る
。
今
や
我
々
は
、「
支
援
付
意
思
決
定
」
と
「
代
行
意
思
決
定
」
と
の
対
立
の
真
只
中
に
立
た
さ
れ
て
お
り
、
き
わ
め
て
伝
統
的
・
保
守
的
な
考
え
方
に
基
づ
く
わ
が
国
の
成
年
後
見
法
が
果
し
て
「
条
約
」
の
精
神
に
合
致
し
て
い
る
の
か
厳
し
く
問
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
Ⅲ
障
害
者
権
利
条
約
と
成
年
後
見
法
１
欧
州
評
議
会
勧
（
９
）
告
欧
州
評
議
会
は
、
一
九
九
九
年
に
無
能
力
成
年
者
の
保
護
に
関
す
る
勧
告
を
ま
と
め
、
そ
の
中
で
い
く
つ
か
の
原
則
を
樹
立
し
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
の
原
則
が
実
は
「
条
約
」
の
起
草
に
も
影
響
を
与
え
た
の
で
あ
る
。
本
稿
の
問
題
意
識
に
と
っ
て
重
要
な
原
則
を
取
り
上
げ
て
み
た
い
。
①
支
援
と
保
護
の
手
段
は
、
本
人
の
状
況
と
必
要
性
に
応
じ
た
柔
軟
な
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
勧
告（
９９
）４
、
第
二
、
五
、
六
原
則
。「
条
約
」
で
は
１２
条
４
項
）。
②
法
的
能
力
は
変
動
す
る
の
で
、
そ
れ
を
機
械
的
に
完
全
に
剥
奪
し
て
は
な
ら
ず
、
選
挙
権
、
医
療
同
意
権
、
遺
言
を
す
る
権
利
も
機
械
的
に
剥
奪
し
て
は
な
ら
な
い
（
勧
告（
９９
）４
、
第
三
原
則
）。
③
支
援
と
保
護
の
手
段
は
、
必
要
で
あ
り
、
か
つ
均
衡
の
と
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
本
人
の
基
本
的
人
権
・
自
由
に
対
し
て
最
小
制
約
的
で
あ
る
限
り
に
お
い
て
許
容
さ
れ
る
（
勧
告（
９９
）４
、
第
五
、
六
原
則
、「
条
約
」
で
は
１２
条
４
項
）。
《論 説》
３６
④あ
ら
ゆ
る
支
援
手
段
は
、
本
人
の
意
向
を
尊
重
し
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
勧
告
（
９９
）
４
、
第
九
原
則
、「
条
約
」
で
は
１２
条
４
項
）。
上
記
の
諸
原
則
は
、
裁
判
所
ま
た
は
行
政
当
局
が
法
定
後
見
人
を
選
任
し
て
、
成
年
後
見
が
開
始
さ
れ
る
と
き
の
み
な
ら
ず
、
後
見
活
動
の
全
期
間
中
適
用
さ
れ
る
。
後
見
人
は
そ
の
職
務
執
行
に
際
し
て
同
様
に
こ
れ
ら
の
諸
原
則
を
遵
守
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
と
り
わ
け
次
の
二
点
が
重
要
で
あ
る
。
先
ず
、
本
人
を
代
行
し
て
意
思
決
定
す
る
の
で
は
な
く
、
本
人
が
自
ら
意
思
決
定
で
き
る
よ
う
に
支
援
す
る
こ
と
、
次
に
、
後
見
人
の
支
援
を
受
け
て
も
な
お
本
人
が
自
ら
意
思
決
定
で
き
な
い
場
合
に
限
り
、
本
人
に
代
行
し
た
意
思
決
定
が
許
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
２
リ
ッ
プ
（
１０
）
説
リ
ッ
プ
説
は
、
欧
州
評
議
会
勧
告
お
よ
び
「
条
約
」
の
趣
旨
は
、
支
援
が
意
思
決
定
の
代
行
よ
り
も
優
先
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
後
見
人
に
よ
る
代
行
意
思
決
定
が
不
可
避
な
場
合
も
あ
り
う
る
の
で
、
支
援
付
意
思
決
定
と
代
行
意
思
決
定
の
ど
ち
ら
が
正
し
い
の
か
と
い
う
二
者
択
一
で
は
な
く
、
支
援
で
は
不
十
分
で
、
意
思
決
定
の
代
行
が
必
要
と
な
る
の
は
ど
の
よ
う
な
場
合
か
を
究
明
す
る
点
に
あ
る
、
と
説
く
。
上
記
の
諸
原
則
に
従
う
新
し
い
型
の
成
年
後
見
制
度
を
彼
は
「
支
援
型
成
年
後
見
制
度
」
と
名
付
け
、「
条
約
」
が
要
請
す
る
諸
原
則
の
実
現
を
確
保
す
る
た
め
に
は
適
切
か
つ
効
果
的
な
セ
ー
フ
ガ
ー
ド
（「
条
約
」
１２
条
４
項
）
の
具
備
が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
そ
の
う
え
で
リ
ッ
プ
説
は
「
条
約
」
の
下
に
お
い
て
そ
も
そ
も
成
年
者
を
法
的
能
力
な
し
と
宣
告
す
る
こ
と
が
許
容
さ
れ
る
の
か
を
問
う
。
伝
統
的
な
立
場
に
よ
れ
ば
、
成
年
後
見
は
無
能
力
と
密
接
に
結
び
付
い
て
お
り
、
裁
判
所
ま
た
は
行
政
当
局
の
宣
告
に
よ
っ
て
被
後
見
人
の
法
的
能
力
は
制
限
さ
れ
た
り
、
場
合
に
よ
っ
て
は
剥
奪
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
現
代
の
比
較（
１１
）法
は
二
つ
の
型
障害者権利条約と成年後見法
３７
を
提
示
し
て
い
る
。
ひ
と
つ
は
伝
統
型
で
あ
り
、
細
か
な
違
い
は
い
ろ
い
ろ
あ
っ
て
も
基
本
的
に
は
、
被
後
見
人
の
能
力
は
自
動
的
に
制
限
さ
れ
、
全
て
の
事
柄
に
わ
た
っ
て
後
見
人
が
代
行
し
て
処
理
す
る
。
こ
こ
で
は
、
無
能
力
は
後
見
人
選
任
の
前
提
条
件
か
そ
の
結
果
で
あ
る
。
も
う
ひ
と
つ
の
型
は
、
後
見
人
選
任
に
よ
っ
て
被
後
見
人
の
能
力
は
自
動
的
に
は
制
約
を
受
け
ず
、
本
人
保
護
の
た
め
に
裁
判
所
が
必
要
と
判
断
す
る
場
合
に
限
り
、
特
別
の
命
令
に
よ
っ
て
能
力
を
制
限
す
る
も
の
で
あ
る
。
「
条
約
」
１２
条
に
戻
る
と
、
被
後
見
人
の
無
能
力
化
に
つ
い
て
は
同
条
４
項
の
基
準
を
満
た
す
必
要
が
あ
る
。
同
条
項
は
、
本
人
の
状
況
に
合
致
し
、
均
衡
が
と
れ
、
本
人
の
権
利
、
意
思
、
選
好
を
尊
重
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
要
求
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
人
の
法
的
能
力
の
制
約
は
、
必
要
性
と
均
衡
性
の
原
則
に
基
づ
き
個
別
的
事
情
に
応
じ
て
判
定
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
か
つ
本
人
の
個
別
的
事
情
に
合
致
し
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
無
能
力
は
本
人
の
個
別
の
状
況
に
応
じ
て
決
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
自
動
的
に
あ
ら
ゆ
る
事
項
に
及
ん
で
は
な
ら
な
い
。
た
と
え
ば
、
財
産
管
理
に
は
必
要
か
も
し
れ
な
い
が
、
医
療
な
ど
の
身
上
事
項
で
は
不
要
か
も
し
れ
な
い
。
財
産
管
理
の
中
で
も
特
定
の
も
の
、
た
と
え
ば
ビ
ジ
ネ
ス
上
の
契
約
行
為
に
は
必
要
だ
が
、
毎
日
の
買
物
等
に
は
必
要
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
以
上
を
要
す
る
に
、「
条
約
」
１２
条
は
本
人
の
法
的
能
力
の
制
限
を
依
然
と
し
て
認
め
て
は
い
る
が
、
そ
れ
は
同
条
４
項
の
厳
格
な
条
件
の
下
に
限
定
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
後
見
人
が
選
任
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
本
人
の
能
力
が
自
動
的
に
剥
奪
・
制
約
さ
れ
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。
３
池
原
（
１２
）
説
池
原
説
は
、
権
利
擁
護
活
動
を
担
っ
て
き
た
法
律
実
務
家
（
弁
護
士
）
の
立
場
か
ら
、「
条
約
」
に
照
し
て
我
が
国
の
成
年
後
見
法
制
を
六
点
に
わ
た
っ
て
厳
し
く
批
判
し
て
い
る
。
《論 説》
３８
第
一
に
、
行
為
能
力
の
制
限
を
前
提
と
し
て
い
る
こ
と
が
問
題
で
あ
り
、
現
行
法
は
基
本
的
な
枠
組
み
と
し
て
は
か
っ
て
の
禁
治
産
・
準
禁
治
産
制
度
と
同
様
に
成
年
被
後
見
人
は
単
独
で
完
全
に
有
効
な
法
律
行
為
を
な
し
え
な
い
者
と
し
て
、
成
年
被
後
見
人
が
一
定
範
囲
で
単
独
で
行
っ
た
行
為
は
取
り
消
し
が
で
き
る
も
の
と
し
て
い
る
。
行
為
能
力
は
意
思
能
力
の
よ
う
に
個
別
的
に
判
断
さ
れ
な
い
の
で
、「
条
約
」
１２
条
２
項
の
法
的
能
力
に
は
行
為
能
力
が
含
ま
れ
る
と
解
す
る
と
、
現
行
民
法
の
こ
う
し
た
類
型
的
な
行
為
能
力
の
制
限
は
差
別
的
な
類
型
と
し
て
同
条
項
が
許
容
し
な
い
も
の
で
あ（
１３
）る
。
第
二
に
、「
条
約
」
１２
条
３
項
の
求
め
る
自
己
決
定
の
支
援
の
た
め
の
制
度
が
我
が
国
で
は
ほ
と
ん
ど
整
備
さ
れ
て
い
な
い
点
に
問
題
が
あ
る
。
同
条
項
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト
は
可
能
な
限
り
極
限
ま
で
自
己
決
定
支
援
を
尽
く
し
た
う
え
で
、
極
限
的
な
場
合
に
例
外
的
に
成
年
後
見
が
許
容
さ
れ
る
こ
と
を
求
め
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
成
年
後
見
開
始
の
要
件
に
劣
後
性
・
補
充
性
の
要
件
を
創
設
す
べ
き
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
本
人
を
包
む
地
域
の
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
っ
て
本
人
の
自
己
決
定
が
支
え
ら
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
不
必
要
に
成
年
後
見
を
開
始
す
る
べ
き
で
は
な（
１４
）い
。
第
三
に
、「
条
約
」
１２
条
４
項
が
規
定
す
る
状
況
対
応
性
・
状
況
適
合
性
の
観
点
か
ら
現
行
法
の
補
助
、
保
佐
、
後
見
と
い
う
三
段
階
の
類
型
化
が
「
条
約
」
に
適
合
す
る
か
と
い
う
問
題
が
あ
る
。「
条
約
」
は
支
援
制
度
が
そ
の
人
の
個
別
の
状
態
に
合
わ
せ
た
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
の
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
要
請
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
日
本
の
成
年
後
見
制
度
は
既
製
服
の
よ
う
な
も
の
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
た
と
え
ば
、
事
理
弁
識
能
力
が
著
し
く
不
十
分
だ
と
さ
れ
る
場
合
は
、
法
律
上
相
続
の
可
能
性
が
な
い
場
合
で
あ
っ
て
も
遺
産
分
割
等
が
同
意
権
・
取
消
権
の
対
象
と
さ
れ
、
そ
れ
に
つ
い
て
無
意
味
な
能
力
制
限
が
伴
う
こ
と
に
な
る
（
民
法
１３
条
１
項
（
１５
）
６
号
）。
第
四
に
、「
条
約
」
が
要
請
す
る
可
能
な
限
り
短
期
間
の
適
用
、
独
立
・
公
平
な
当
局
ま
た
は
司
法
機
関
に
よ
る
定
期
審
査
と
い
う
要
件
を
満
た
し
て
い
る
の
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
実
際
の
成
年
後
見
制
度
の
運
用
で
は
状
況
に
応
じ
て
取
り
消
し
が
行
な
わ
れ
障害者権利条約と成年後見法
３９
る
こ
と
は
な
く
、
過
度
な
後
見
的
配
慮
に
傾
斜
し
た
制
度
が
不
必
要
に
長
期
の
成
年
後
見
の
存
続
を
招
い
て
い
る
。
ま
た
現
行
法
は
定
期
審
査
に
つ
い
て
は
定
め
て
お
ら
ず
、「
条
約
」
の
観
点
か
ら
は
法
の
不
備
と
い
う
べ
き
で
あ（
１６
）る
。
第
五
に
、
公
職
選
挙
法
上
、
被
後
見
人
に
選
挙
権
お
よ
び
被
選
挙
権
が
認
め
ら
れ
な
い
と
い
う
資
格
制
限
が
課
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
成
年
後
見
開
始
の
要
件
と
さ
れ
る
事
理
弁
識
能
力
は
財
産
管
理
に
関
す
る
能
力
で
あ
り
、
政
治
的
意
思
形
成
に
参
与
す
る
能
力
が
判
定
さ
れ
て
い
る
も
の
で
は
な
い
。
こ
の
よ
う
な
制
度
の
流
用
は
成
年
被
後
見
人
を
差
別
、
排
除
す
る
も
の
で
、
社
会
参
加
を
否
定
す
る
き
わ
め
て
差
別
的
な
規
定
で
あ
っ
て
、
明
確
な
「
条
約
」
違
反
で
あ（
１７
）る
。
第
六
に
、
精
神
保
健
福
祉
法
が
定
め
る
保
護
者
制
度
と
「
条
約
」
１２
条
と
の
関
係
で
あ
る
。「
条
約
」
１２
条
が
定
め
る
障
害
者
の
権
利
、
意
思
お
よ
び
選
好
の
尊
重
の
原
則
、
利
益
相
反
の
回
避
、
状
況
適
合
性
、
可
能
な
限
り
短
期
間
の
適
用
、
独
立
・
公
平
な
当
局
に
よ
る
定
期
審
査
等
に
関
し
て
、
現
行
の
保
護
者
制
度
は
「
条
約
」
の
要
請
を
な
に
ひ
と
つ
満
た
す
こ
と
の
で
き
な
い
制
度
と
い
う
ほ
か
な（
１８
）い
。
池
原
説
は
以
上
の
六
つ
の
問
題
点
を
指
摘
し
た
後
に
、
結
論
と
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「
障
害
者
権
利
条
約
第
１２
条
は
可
能
な
限
り
の
技
術
と
支
援
の
充
実
に
よ
っ
て
、
す
べ
て
の
障
害
の
あ
る
人
が
等
し
く
自
己
決
定
を
認
め
ら
れ
る
新
し
い
地
平
に
向
け
た
不
断
の
躍
進
と
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
を
求
め
て
い
る
も
の
だ
と
も
い
え
る
。
し
か
し
、
日
本
の
現
状
で
は
成
年
後
見
制
度
に
対
す
る
警
戒
感
は
乏
し
く
、
高
齢
化
社
会
に
お
け
る
権
利
擁
護
制
度
と
し
て
む
し
ろ
広
く
活
用
し
て
い
く
機
運
が
強
く
感
じ
ら
れ
る
。
成
年
後
見
制
度
は
地
域
で
公
的
、
私
的
両
面
か
ら
支
援
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
組
み
立
て
る
こ
と
に
比
べ
る
と
安
価
で
簡
単
な
方
法
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
成
年
後
見
制
度
に
依
存
し
て
地
域
の
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
作
り
を
お
ろ
そ
か
に
す
る
現
象
も
見
受
け
ら
れ
る
。
ま
た
、
銀
行
や
保
険
会
社
が
契
約
の
法
的
安
定
性
を
求
め
る
た
め
に
成
年
後
見
人
を
要
求
す
る
こ
と
も
あ
る
。
そ
う
な
る
と
成
年
後
見
制
度
は
本
人
の
た
め
の
制
度
と
い
う
よ
り
も
、
社
会
が
手
間
暇
《論 説》
４０
の
か
か
る
支
援
の
負
担
を
逃
れ
、
契
約
の
相
手
方
が
安
ん
じ
て
契
約
を
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
の
も
の
に
す
ぎ
な
く
な
り
、
そ
の
た
め
に
障
害
の
あ
る
人
は
ス
テ
ィ
グ
マ
を
押
さ
れ
排
除
と
差
別
を
甘
受
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
障
害
者
権
利
条
約
の
批
准
に
際
し
て
は
、
現
状
の
成
年
後
見
制
度
の
実
態
を
注
意
深
く
分
析
し
、
障
害
者
権
利
条
約
に
依
拠
し
た
新
し
い
支
援
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ（
１９
）う
。」
４
沖
倉
（
２０
）
説
沖
倉
説
は
、
権
利
擁
護
活
動
を
担
っ
て
き
た
実
務
家
（
社
会
福
祉
士
）
お
よ
び
社
会
福
祉
研
究
者
の
立
場
か
ら
、「
条
約
」
が
前
提
と
し
て
い
る
支
援
付
意
思
決
定
の
本
質
に
迫
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
問
題
解
決
の
緒
を
見
出
そ
う
と
し
て
い
る
。
あ
る
個
人
の
意
思
決
定
を
考
え
る
際
に
は
、
決
定
に
必
要
と
な
る
能
力
を
見
極
め
、
そ
れ
が
本
人
に
ど
の
程
度
備
わ
っ
て
い
る
か
を
判
断
す
る
こ
と
が
重
要
課
題
と
な
る
。
個
人
の
能
力
を
「
あ
る
（
決
定
で
き
る
）」
か
「
な
い
（
欠
如
し
て
い
る
）」
か
の
い
ず
れ
か
で
考
え
る
二
元
論
（
日
本
の
後
見
制
度
の
場
合
は
「
な
い
」
の
程
度
で
三
類
型
）
で
は
、
法
的
に
能
力
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
個
人
に
つ
い
て
の
み
決
定
権
の
行
使
が
保
障
さ
れ
る
が
、
そ
の
能
力
が
十
分
に
高
い
状
態
か
ら
き
わ
め
て
不
足
し
た
状
態
ま
で
、
多
元
的
に
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
見
極
め
る
こ
と
が
可
能
な
ら
ば
、
日
常
生
活
場
面
に
お
け
る
意
思
決
定
ご
と
に
、
個
人
の
能
力
の
あ
り
よ
う
が
連
続
体
の
同
一
線
上
の
ど
の
あ
た
り
に
位
置
づ
く
の
か
を
判
断
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
ま
た
意
思
決
定
は
、
た
と
え
障
害
が
な
く
て
も
一
〇
〇
％
独
力
で
完
遂
す
る
こ
と
は
少
な
く
、
他
者
か
ら
直
接
的
あ
る
い
は
間
接
的
な
支
援
を
得
て
実
現
し
て
い
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
も
こ
の
支
援
は
先
に
述
べ
た
意
思
決
定
の
一
連
の
過
程
で
随
時
提
供
さ
れ
る
も
の
で
あ（
２１
）る
。
こ
れ
ら
を
組
み
合
わ
せ
る
と
、
決
定
内
容
の
難
易
度
と
個
人
の
も
て
る
能
力
と
支
援
の
質
・
量
の
総
和
に
よ
り
、
意
思
決
定
が
実
現
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
、
支
援
者
が
あ
る
決
定
に
対
し
て
そ
の
個
人
の
も
て
る
能
力
を
正
し
く
判
断
し
、
そ
の
不
足
分
障害者権利条約と成年後見法
４１
を
支
援
に
よ
っ
て
補
完
す
る
こ
と
で
、
個
人
の
意
思
決
定
可
能
な
範
囲
は
確
実
に
拡
大
す
る
。
し
か
し
そ
の
判
断
を
誤
る
と
、「
保
護
へ
の
偏
重
」
の
支
援
（
過
剰
支
援
）
や
「
自
己
決
定
へ
の
偏
重
」
の
支
援
（
支
援
不
足
）
を
誘
引
す
る
。
前
者
は
、
自
力
で
解
決
で
き
る
部
分
に
ま
で
覆
い
か
ぶ
さ
る
よ
う
に
し
て
提
供
さ
れ
た
支
援
（
支
援
量
過
大
）
で
あ
り
、
個
人
の
も
て
る
能
力
の
活
用
を
妨
げ
る
状
態
を
い
い
、
後
者
は
逆
に
、
自
力
で
は
解
決
で
き
な
い
部
分
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
そ
こ
へ
必
要
な
支
援
が
な
さ
れ
て
い
な
い
（
支
援
量
過
小
）
の
た
め
、
そ
の
個
人
に
必
要
以
上
に
無
理
を
強
い
る
こ
と
に
な
り
、
場
合
に
よ
っ
て
は
心
理
的
負
担
か
ら
自
信
を
喪
失
さ
せ
て
し
ま
う
状
態
を
い（
２２
）う
。
意
思
決
定
を
支
援
す
る
際
に
議
論
と
な
る
の
は
、
パ
タ
ー
ナ
リ
ズ
ム
（
保
護
）
的
支
援
が
認
め
ら
れ
る
か
否
か
で
あ
る
。
前
述
の
、
多
次
元
で
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
様
の
能
力
判
定
を
試
み
る
な
ら
ば
、
良
質
な
「
選
び
取
ら
れ
た
（
方
法
と
し
て
の
）
パ
タ
ー
ナ
リ
ズ
ム
」
と
「
や
む
に
や
ま
れ
ぬ
（
仕
方
の
な
い
）
パ
タ
ー
ナ
リ
ズ
ム
」
の
二
つ
は
許
容
さ
れ
る
可
能
性
が
あ（
２３
）る
。
「
選
び
取
ら
れ
た
パ
タ
ー
ナ
リ
ズ
ム
」
と
は
、
支
援
者
と
当
事
者
が
自
分
た
ち
の
関
係
性
を
パ
タ
ー
ナ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
状
況
と
し
て
認
識
し
、
課
題
解
決
に
あ
た
っ
て
必
要
不
可
欠
な
も
の
と
し
て
、
こ
の
関
係
性
を
可
能
な
限
り
二
者
間
で
選
び
取
る
も
の
で
あ
る
。
パ
タ
ー
ナ
リ
ズ
ム
と
は
、
干
渉
す
る
者
の
判
断
を
干
渉
さ
れ
る
者
の
判
断
に
置
き
換
え
る
こ
と
で
は
あ
る
が
、
干
渉
さ
れ
る
者
の
意
思
決
定
を
抑
圧
す
る
も
の
で
は
な
く
、
干
渉
さ
れ
る
者
の
中
心
的
な
価
値
に
沿
っ
て
、
干
渉
さ
れ
る
者
の
た
め
に
な
さ
れ
、
そ
の
人
に
悪
い
結
果
が
も
た
ら
さ
れ
る
こ
と
を
防
い
で
い（
２４
）る
。
「
や
む
に
止
ま
れ
ぬ
パ
タ
ー
ナ
リ
ズ
ム
」
と
は
、「
選
び
取
ら
れ
た
パ
タ
ー
ナ
リ
ズ
ム
」
に
対
す
る
合
意
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
場
合
に
、
支
援
者
が
そ
の
責
任
に
お
い
て
代
理
決
定
し
、
実
行
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
場
合
の
前
提
と
し
て
、
そ
の
支
援
を
た
だ
ち
に
実
行
し
な
い
と
重
大
な
損
失
（
生
命
に
関
わ
る
等
）
を
も
た
ら
す
と
予
測
さ
れ
、
当
事
者
の
人
生
観
・
価
値
観
・
信
念
等
に
照
ら
し
て
も
、
そ
の
支
援
の
強
行
が
取
り
返
し
の
付
か
な
い
損
失
を
与
え
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
と
判
断
さ
れ
る
場
合
（
そ
の
支
援
を
し
な
《論 説》
４２
い
こ
と
が
第
三
者
の
不
利
益
に
な
る
場
合
も
含
む
）
等
の
決
断
を
迫
ら
れ
る
場
面
が
想
定
さ
れ（
２５
）る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
あ
る
個
人
に
対
す
る
ひ
と
つ
の
意
思
決
定
に
と
ど
ま
ら
ず
、
繰
り
返
さ
れ
る
支
援
の
積
み
重
ね
を
考
慮
し
、
常
に
少
し
先
を
見
据
え
た
現
在
の
支
援
の
あ
り
方
を
確
認
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
。
だ
か
ら
こ
そ
パ
タ
ー
ナ
リ
ズ
ム
的
支
援
は
継
続
す
る
の
で
は
な
く
、
次
な
る
関
係
性
に
向
け
て
の
布
石
と
し
て
位
置
づ
け
る
こ
と
が
可
能
な
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
こ
こ
で
い
う
「
支
援
つ
き
意
思
決
定
」
と
は
、「
独
立
し
た
意
思
決
定
（
い
わ
ゆ
る
自
己
決
定independent
decision-m
aking
）」
で
は
な
く
、
「
協
働
（
相
互
依
存
）
し
た
意
思
決
定
（interdependent
decision-m
aking
）」
の
意
味
で
用
い
て
お
り
、
当
事
者
の
能
力
と
支
援
を
類
型
化
し
な
い
か
ら
こ
そ
意
義
が
あ（
２６
）る
。
沖
倉
説
は
、
支
援
付
意
思
決
定
を
以
上
の
よ
う
に
措
定
す
れ
ば
「
条
約
」
の
精
神
に
も
合
致
す
る
で
あ
ろ
う
と
し
た
う
え
で
、
補
助
類
型
の
積
極
的
活
用
と
被
後
見
人
を
中
心
と
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
を
結
論
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
る
。
「
後
見
類
型
で
は
、
日
常
生
活
に
関
す
る
行
為
を
除
く
す
べ
て
の
法
律
行
為
の
包
括
的
代
理
権
が
後
見
人
に
付
与
さ
れ
る
が
、
補
助
類
型
に
関
し
て
は
被
補
助
人
の
同
意
に
よ
り
同
意
権
・
取
消
権
の
範
囲
を
決
定
す
る
た
め
、
補
助
人
に
対
し
て
、
よ
り
具
体
的
な
必
要
に
応
じ
個
別
に
付
与
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
も
鑑
定
に
よ
る
能
力
判
定
は
基
本
的
に
は
な
く
、
欠
格
条
項
も
な
い
。
補
助
人
役
割
の
基
本
は
、
も
ち
ろ
ん
被
補
助
人
の
最
善
の
利
益
を
考
慮
す
る
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
決
定
の
先
に
続
く
実
行
に
伴
う
結
果
の
見
通
し
を
立
て
、
そ
の
結
果
に
お
い
て
体
験
す
る
こ
と
に
な
る
不
利
益
を
解
消
で
き
る
か
否
か
を
慎
重
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
し
か
し
被
補
助
人
が
補
助
人
に
同
意
権
を
付
与
す
る
こ
と
と
し
た
事
項
に
関
し
て
、
被
補
助
人
が
決
定
を
行
っ
た
際
に
不
利
益
を
被
っ
た
場
合
、
そ
の
後
に
そ
の
行
為
を
取
り
消
す
こ
と
も
で
き
る
。
こ
の
こ
と
は
、
ま
ず
支
援
あ
り
き
の
『
先
回
り
支
援
』
で
は
な
く
、
本
人
の
意
思
を
確
認
し
た
う
え
で
の
『
後
追
い
支
援
』
で
あ
る
。
以
上
を
踏
ま
え
る
と
補
助
類
型
は
、
比
較
的
自
己
決
定
を
尊
重
す
る
こ
と
が
可
能
な
『
支
援
つ
き
意
思
決
定
』
の
実
践
に
最
障害者権利条約と成年後見法
４３
も
近
い
類
型
で
あ
る
と
い
え（
２７
）る
」
「
被
後
見
人
の
意
思
決
定
を
含
む
生
活
支
援
は
、
ひ
と
つ
の
制
度
・
サ
ー
ビ
ス
の
み
で
対
応
可
能
な
わ
け
で
は
な
く
、
後
見
制
度
で
対
応
可
能
な
ニ
ー
ズ
は
、
ほ
ん
の
一
部
で
し
か
な
い
。
既
存
の
サ
ー
ビ
ス
で
は
充
足
し
き
れ
な
い
個
別
の
ニ
ー
ズ
（
衣
食
住
だ
け
で
は
な
い
、
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
に
応
じ
た
、
恋
愛
〔
出
会
い
〕・
結
婚
、
出
産
・
育
児
、
日
中
活
動
や
就
労
、
生
涯
学
習
や
趣
味
、
生
き
が
い
活
動
、
そ
し
て
親
な
き
後
の
生
活
な
ど
）
も
含
め
、
そ
の
ニ
ー
ズ
は
非
常
に
多
岐
に
わ
た
る
。
後
見
人
は
被
後
見
人
の
声
を
丁
寧
に
聴
き
、
そ
の
ニ
ー
ズ
を
充
足
す
る
た
め
の
後
見
計
画
を
立
て
て
い
く
作
業
を
被
後
見
人
と
協
働
で
行
い
、
そ
の
計
画
に
基
づ
き
必
要
と
な
る
社
会
福
祉
を
は
じ
め
と
し
た
制
度
・
サ
ー
ビ
ス
、
社
会
福
祉
士
等
専
門
職
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
フ
レ
ン
ド
等
の
多
様
な
社
会
資
源
を
手
配
し
、
そ
の
支
援
内
容
の
是
非
や
質
を
見
極
め
る
こ
と
が
役
割
に
な
っ
て
く
る
。
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
後
見
活
動
と
は
、
後
見
人
と
被
後
見
人
と
の
二
者
間
に
お
け
る
、
後
見
人
の
一
方
的
な
説
明
や
説
得
に
よ
る
被
後
見
人
の
同
意
で
は
な
く
、
被
後
見
人
の
ニ
ー
ズ
と
後
見
人
の
支
援
可
能
性
と
を
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
通
じ
て
交
換
し
、
両
者
で
意
思
決
定
に
向
け
た
合
意
を
形
成
し
て
い
く
実
践
過
程
で
あ（
２８
）る
。」
５
上
山
（
２９
）
説
上
山
説
は
、
民
法
研
究
者
の
立
場
か
ら
、
成
年
後
見
法
に
お
け
る
能
力
制
限
の
廃
止
・
縮
減
を
論
ず
る
論
稿
に
お
い
て
、「
条
約
」
１２
条
と
成
年
後
見
法
と
の
関
連
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
が
、
と
り
わ
け
二
つ
の
論
点
を
中
心
に
考
察
を
加
え
て
い
る
。
第
一
に
、「
法
定
後
見
開
始
と
本
人
の
能
力
制
限
と
の
機
械
的
連
動
」
に
つ
い
て
は
、
成
年
後
見
と
保
佐
の
二
類
型
に
お
い
て
、
法
定
後
見
に
よ
る
支
援
の
開
始
と
本
人
の
能
力
制
限
と
が
機
械
的
に
結
び
つ
け
ら
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
加
え
て
、
こ
れ
ら
二
類
型
で
は
、
能
力
制
限
の
範
囲
が
原
則
と
し
て
画
一
的
な
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。
こ
う
し
た
類
型
論
と
結
び
つ
い
た
画
一
性
が
、
本
人
の
《論 説》
４４
能
力
の
程
度
に
釣
り
合
わ
な
い
過
剰
な
能
力
制
限
を
招
く
リ
ス
ク
を
有
し
て
い
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
だ
ろ（
３０
）う
。
た
だ
し
、
他
方
に
お
い
て
、
現
行
制
度
が
、
保
佐
類
型
と
補
助
類
型
に
お
け
る
同
意
権
の
範
囲
を
弾
力
化
す
る
こ
と
で
、
能
力
の
過
剰
制
限
リ
ス
ク
を
排
除
す
る
工
夫
を
し
て
い
る
点
に
も
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、
保
佐
類
型
に
つ
い
て
は
、
能
力
制
限
の
個
別
的
縮
小
（
同
意
権
の
縮
小
）
は
否
定
し
つ
つ
、
個
別
的
拡
張
（
同
意
権
の
拡
張
）
は
認
め
て
い
る
（
民
法
１３
条
２
項
）。
加
え
て
、
補
助
類
型
の
同
意
権
は
、
１３
条
１
項
が
規
定
す
る
保
佐
人
の
同
意
権
よ
り
小
さ
く
す
る
と
い
う
制
約
を
か
け
た
う
え
で
、
個
別
事
案
ご
と
に
付
与
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
保
佐
人
の
同
意
権
拡
張
と
補
助
人
へ
の
適
切
な
範
囲
の
同
意
権
付
与
に
よ
っ
て
、
理
論
上
は
、
本
人
の
現
有
能
力
に
応
じ
た
能
力
制
限
の
範
囲
の
柔
軟
化
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
現
実
に
運
用
に
目
を
転
じ
る
と
、
わ
が
国
の
法
定
後
見
の
利
用
割
合
は
、
現
行
制
度
導
入
以
来
、
ほ
ぼ
一
貫
し
て
、
後
見
類
型
約
八
五
％
、
保
佐
類
型
約
一
〇
％
、
補
助
類
型
約
五
％
と
い
う
割
合
に
な
っ
て
お
り
、
極
端
な
後
見
類
型
偏
重
の
運
用
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
を
見
る
限
り
、
現
実
問
題
と
し
て
は
、
多
く
の
事
案
で
、
過
剰
な
能
力
制
限
が
行
わ
れ
て
い
る
可
能
性
を
否
定
す
る
こ
と
は
難
し
い
よ
う
に
思
わ
れ（
３１
）る
。
第
二
に
、「
類
型
論
に
起
因
す
る
能
力
制
限
範
囲
の
画
一
性
と
硬
直
性
」
に
つ
い
て
は
、
民
法
上
の
制
限
行
為
能
力
制
度
が
選
挙
権
制
限
を
は
じ
め
と
す
る
種
々
の
領
域
で
の
資
格
制
限
等
の
根
拠
（
欠
格
事
由
）
と
し
て
機
械
的
に
拡
張
さ
れ
て
お
り
、
法
定
後
見
に
よ
る
支
援
の
代
償
と
し
て
、
何
ら
の
デ
ュ
ー
・
プ
ロ
セ
ス
も
保
障
さ
れ
な
い
ま
ま
、
二
重
、
三
重
に
過
剰
な
自
由
の
制
約
が
生
じ
て
し
ま
っ
て
い
る
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
デ
ュ
ー
・
プ
ロ
セ
ス
保
障
と
の
関
係
で
、
特
に
、
次
の
二
点
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
第
一
は
、
現
在
で
も
一
〇
〇
を
超
え
る
各
種
欠
格
事
由
の
存
在
と
そ
の
具
体
的
内
容
に
つ
い
て
、
現
実
の
後
見
等
審
判
手
続
の
中
で
は
、
通
常
、
本
人
は
も
ち
ろ
ん
、
申
立
人
等
の
支
援
者
に
対
し
て
す
ら
、
ほ
と
ん
ど
告
知
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
点
で
あ
る
。
第
二
は
、
現
行
実
務
は
、
あ
く
ま
で
成
年
後
見
制
度
を
私
法
上
の
財
産
管
理
制
度
に
す
ぎ
な
い
と
い
う
前
提
で
運
用
し
て
い
る
障害者権利条約と成年後見法
４５
た
め
、
鑑
定
や
診
断
書
に
お
け
る
能
力
評
価
は
、
財
産
管
理
能
力
の
み
を
対
象
と
し
て
い（
３２
）る
。
「
必
要
最
小
限
の
範
囲
に
お
け
る
介
入
の
原
則
」
と
い
う
視
点
か
ら
す
れ
ば
、
仮
に
本
人
の
能
力
制
限
を
行
う
場
合
、
支
援
に
は
不
要
な
過
剰
干
渉
を
避
け
る
た
め
に
、
そ
こ
で
の
能
力
評
価
は
事
項
特
定
的
な
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
現
行
制
度
が
、
転
用
問
題
（
こ
こ
で
は
欠
格
事
由
制
度
）
を
通
じ
て
、
能
力
評
価
の
対
象
と
さ
れ
な
か
っ
た
領
域
に
つ
い
て
ま
で
機
械
的
に
能
力
制
限
を
拡
張
し
て
い
る
こ
と
は
、
明
ら
か
に
こ
の
要
請
に
反
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
こ
の
能
力
制
限
の
自
動
拡
張
は
、
本
人
側
に
対
す
る
何
ら
の
告
知
も
な
く
、
不
意
打
ち
的
に
行
わ
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
り
、
そ
の
不
当
性
は
明
ら
か
だ
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ（
３３
）う
。
上
山
説
は
以
上
の
２
つ
の
論
点
に
つ
い
て
考
察
し
た
う
え
で
、
結
論
と
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「
現
代
の
成
年
後
見
制
度
（
こ
こ
で
は
、
代
理
・
代
行
決
定
型
の
後
見
（guardianship
）
の
し
く
み
だ
け
で
は
な
く
、
い
わ
ゆ
る
「
支
援
さ
れ
た
意
思
決
定
（supported
decision-m
aking
）」
の
し
く
み
を
含
め
た
、
広
義
の
後
見
的
支
援
制
度
全
般
を
想
定
し
て
い
る
）
は
、「
必
要
最
小
限
の
範
囲
に
お
け
る
介
入
の
原
則
」
等
を
基
本
理
念
と
し
て
、
本
人
を
中
心
に
据
え
た
形
で
制
度
設
計
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
こ
う
し
た
視
点
に
立
つ
と
き
、
過
剰
な
能
力
制
限
の
リ
ス
ク
を
抱
え
る
、
現
行
の
制
限
行
為
能
力
制
度
は
、
廃
止
、
は
る
い
は
、
少
な
く
と
も
縮
減
と
い
う
方
向
を
目
指
し
て
、
検
証
の
俎
上
に
あ
げ
て
い
く
べ
き
だ
ろ
う
。
む
ろ
ん
、
判
断
能
力
不
十
分
者
の
権
利
擁
護
に
際
し
て
、
財
産
搾
取
防
止
の
視
点
は
、
現
代
に
お
い
て
も
、
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
要
素
で
あ
る
。
ま
た
、
判
断
能
力
不
十
分
者
に
よ
る
取
引
の
有
効
性
が
不
安
定
化
し
た
場
合
、
取
引
に
対
す
る
契
約
相
手
方
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
が
削
が
れ
、
事
実
上
、
か
え
っ
て
判
断
能
力
不
十
分
者
が
取
引
社
会
か
ら
阻
害
さ
れ
て
し
ま
う
結
果
に
な
り
か
ね
な
い
点
に
も
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
判
断
能
力
不
十
分
者
に
対
す
る
干
渉
を
最
小
限
に
抑
え
つ
つ
、
他
方
で
、
判
断
能
力
不
十
分
者
の
不
当
な
経
済
的
被
害
を
防
止
で
き
る
し
く
み
づ
く
り
が
、
非
常
な
難
題
で
あ
る
こ
と
は
、
確
か
に
否
定
し
難
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
世
界
各
国
に
お
い
て
、
こ
う
し
た
方
向
で
の
法
改
正
が
具
体
化
し
て
き
て
い
る
現
在
、
考
え
る
手
《論 説》
４６
が
か
り
が
ま
る
で
な
い
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
制
限
行
為
能
力
制
度
の
廃
止
・
縮
減
と
い
う
視
点
を
も
っ
て
、
精
緻
な
比
較
法
的
分
析
に
取
組
む
な
ら
ば
、
有
益
な
ヒ
ン
ト
を
得
る
こ
と
は
十
分
可
能
と
思
わ
れ（
３４
）る
。」
６
小
括
本
稿
Ⅱ
３
に
お
い
て
「
条
約
」
上
の
成
年
後
見
法
に
関
す
る
特
別
規
定
を
検
討
し
、
Ⅲ
に
お
い
て
は
内
外
の
有
力
な
見
解
が
そ
れ
を
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
て
い
る
の
か
を
紹
介
し
て
き
た
。
「
条
約
」
が
目
指
す
方
向
性
は
き
わ
め
て
革
新
的
で
あ
る
。
そ
れ
だ
け
に
現
実
世
界
に
お
い
て
そ
の
理
念
・
精
神
が
ど
こ
ま
で
受
容
さ
れ
る
の
か
、
お
そ
ら
く
は
そ
の
受
容
に
は
多
く
の
困
難
が
伴
う
こ
と
は
し
ば
ら
く
措
く
こ
と
に
し
て
、
筆
者
と
し
て
は
「
条
約
」
が
志
向
す
る
も
の
を
全
面
的
に
支
持
し
た
い
。
本
稿
で
取
り
上
げ
た
論
者
は
い
ろ
い
ろ
な
角
度
か
ら
論
じ
て
は
い
る
も
の
の
、
と
り
わ
け
我
が
国
の
論
者
の
見
解
の
基
本
に
は
径
庭
が
な
い
。
す
な
わ
ち
、
各
論
者
と
も
基
本
的
に
は
現
行
成
年
後
見
法
は
「
条
約
」
上
の
考
え
方
に
抵
触
す
る
も
の
と
思
料
し
て
い
る
。
池
原
説
は
、「
条
約
」
の
早
期
批
准
も
前
提
に
し
て
、
公
職
選
挙
法
、
精
神
保
健
福
祉
法
等
を
含
め
た
成
年
後
見
法
制
の
改
正
を
「
条
約
」
に
沿
う
形
で
行
な
う
こ
と
を
求
め
、
と
り
わ
け
地
域
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
が
必
須
で
あ
る
こ
と
を
訴
え
て
い
る
。
沖
倉
説
は
、
現
行
成
年
後
見
法
の
類
型
化
は
「
条
約
」
と
は
相
容
れ
な
い
も
の
と
し
た
う
え
で
、
支
援
つ
き
意
思
決
定
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
上
の
位
置
づ
け
に
腐
心
し
、
補
助
類
型
の
積
極
的
活
用
お
よ
び
「
条
約
」
の
精
神
に
基
づ
く
社
会
福
祉
上
の
実
践
が
な
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
、
と
主
張
し
て
い
る
。
上
山
説
は
、「
条
約
」
上
も
「
必
要
最
小
限
の
介
入
」
原
則
が
現
代
成
年
後
見
制
度
の
基
本
理
念
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
現
行
成
年
後
見
法
は
「
条
約
」
に
抵
触
す
る
の
で
、
現
行
制
限
行
為
能
力
制
度
は
廃
止
あ
る
い
は
少
な
く
と
も
縮
減
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
訴
え
て
い
る
。
い
ず
れ
も
成
年
後
見
法
の
改
正
に
向
け
た
論
陣
を
張
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
障害者権利条約と成年後見法
４７
「
条
約
」
は
成
年
後
見
法
そ
れ
自
体
の
撤
廃
を
求
め
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
リ
ッ
プ
説
が
的
確
に
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
自
ら
意
思
決
定
で
き
な
い
者
の
た
め
に
成
年
後
見
制
度
は
不
可
欠
で
あ
り
、
特
に
我
が
国
で
は
そ
の
需
要
は
高
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
現
代
の
成
年
後
見
制
度
は
「
条
約
」
が
要
請
し
て
い
る
よ
う
な
新
し
い
革
袋
に
入
れ
る
た
め
の
変
革
が
必
要
で
あ
る
。
そ
の
変
革
を
ど
の
よ
う
に
実
現
す
べ
き
な
の
か
。
そ
れ
が
我
々
の
課
題
で
あ
る
。
Ⅳ
今
後
の
方
向
性
１
横
浜
宣
（
３５
）
言
変
革
へ
の
道
筋
は
い
か
に
あ
る
べ
き
か
。
筆
者
と
し
て
は
、
横
浜
宣
言
が
出
発
点
に
な
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
横
浜
宣
言
は
、
日
本
成
年
後
見
法
学
会
が
そ
の
総
力
を
結
集
し
て
二
〇
一
〇
年
一
〇
月
横
浜
に
て
開
催
し
た
二
〇
一
〇
年
成
年
後
見
法
世
界
会
議
の
成
果
を
ま
と
め
て
、
世
界
に
向
け
て
発
し
た
も
の
で
あ
る
。
横
浜
宣
言
は
成
年
後
見
法
分
野
に
お
け
る
世
界
初
の
宣
言
で
あ
る
。
宣
言
は
「
前
文
」、「
世
界
の
課
題
」、「
日
本
の
課
題
」
の
三
つ
の
パ
ー
ト
か
ら
成
る
。
「
世
界
の
課
題
」
に
お
い
て
特
に
重
要
な
こ
と
は
、
二
〇
〇
六
年
一
二
月
一
三
日
の
ハ
ー
グ
国
際
私
法
会
議
「
成
年
者
の
国
際
的
保
護
に
関
す
る
条
約
」
お
よ
び
「
条
約
」
の
指
導
原
理
と
条
項
に
賛
意
を
表
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
横
浜
宣
言
は
「
条
約
」
の
理
念
・
精
神
に
立
脚
し
て
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
受
け
て
、「
日
本
の
課
題
」
に
お
い
て
横
浜
宣
言
は
三
点
に
わ
た
る
提
言
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
⑴
現
行
成
年
後
見
法
の
改
正
と
そ
の
運
用
の
改
善
こ
こ
で
は
成
年
後
見
制
度
施
行
後
の
経
験
を
踏
ま
え
て
法
改
正
と
制
度
運
用
の
改
善
を
求
め
て
い
る
。
《論 説》
４８
⑵公
的
支
援
シ
ス
テ
ム
の
創
設
成
年
後
見
制
度
は
、
利
用
者
の
資
産
の
多
寡
、
申
立
人
の
有
無
等
に
か
か
わ
ら
ず
「
誰
で
も
利
用
で
き
る
制
度
」
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
行
政
が
成
年
後
見
制
度
全
体
を
公
的
に
支
援
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
公
的
支
援
シ
ス
テ
ム
は
「
成
年
後
見
の
社
会
化
」
を
実
現
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
行
政
に
よ
る
支
援
シ
ス
テ
ム
の
創
設
が
提
言
さ
れ
て
い
る
。
⑶
新
た
な
成
年
後
見
制
度
の
可
能
性
現
行
成
年
後
見
法
の
枠
内
に
と
ど
ま
る
こ
と
な
く
、
常
に
新
し
い
理
念
を
求
め
て
さ
ら
な
る
発
展
の
可
能
性
が
模
索
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
提
言
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
三
点
の
提
言
の
優
先
順
位
は
、
第
一
に
⑵
公
的
支
援
シ
ス
テ
ム
の
創
設
、
第
二
に
⑴
現
行
成
年
後
見
法
の
改
正
と
そ
の
運
用
の
改
善
、
第
三
に
⑶
新
た
な
成
年
後
見
制
度
の
可
能
性
と
い
う
順
序
に
な
る
。
本
稿
で
は
、
以
下
、「
条
約
」
と
の
関
係
に
お
い
て
主
要
な
論
点
に
つ
い
て
の
み
言
及
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
２
公
的
支
援
シ
ス
テ
ム
公
的
支
援
シ
ス
テ
ム
の
設
立
は
焦
眉
の
課
題
で
あ
る
。
そ
の
必
要
性
に
つ
い
て
は
、
筆
者
自
身
こ
れ
ま
で
も
縷
々
述
べ
て
き（
３６
）た
の
で
、
こ
こ
で
そ
の
詳
細
を
繰
り
返
す
こ
と
は
し
な
い
。
大
切
な
こ
と
は
、
公
的
支
援
シ
ス
テ
ム
の
創
設
に
よ
っ
て
、
池
原
説
が
主
張
す
る
よ
う
な
「
成
年
後
見
制
度
は
地
域
で
公
的
、
私
的
両
面
か
ら
支
援
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
組
み
立
て
る
こ
と
に
比
べ
る
と
安
価
で
簡
単
な
方
法
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
成
年
後
見
制
度
に
依
存
し
て
地
域
の
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
作
り
を
お
ろ
そ
か
に
す
る
現（
３７
）象
」
は
絶
対
に
避
け
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
我
々
が
志
向
す
る
公
的
支
援
シ
ス
テ
ム
は
「
条
約
」
に
依
拠
し
た
新
し
い
支
援
シ
ス
テ
ム
で
な
け
障害者権利条約と成年後見法
４９
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
と
り
わ
け
「
条
約
」
１２
条
３
項
が
要
請
す
る
自
己
決
定
の
支
援
の
た
め
の
シ
ス
テ
ム
と
す
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
り
、
無
闇
に
不
必
要
な
成
年
後
見
が
開
始
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
支
援
シ
ス
テ
ム
の
中
で
本
人
の
自
己
決
定
が
支
援
さ
れ
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
に
は
、
沖
倉
説
が
説
く
よ
う
に
、
支
援
シ
ス
テ
ム
は
「
後
見
人
は
被
後
見
人
の
声
を
丁
寧
に
聴
き
、
そ
の
ニ
ー
ズ
を
充
足
す
る
た
め
の
後
見
計
画
を
立
て
て
い
く
作
業
を
被
後
見
人
と
協
働
で
行
い
、
そ
の
計
画
に
基
づ
き
必
要
と
な
る
社
会
福
祉
を
は
じ
め
と
し
た
制
度
・
サ
ー
ビ
ス
を
手
配（
３８
）し
」
て
お
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。
わ
が
国
に
公
的
支
援
シ
ス
テ
ム
の
経
験
が
全
く
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
成
年
後
見
法
世
界
会
議
に
お
け
る
石
渡
報
告
は
、
地
域
の
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
事
例
と
し
て
島
根
県
出
雲
市
と
横
浜
市
の
仕
組
み
を
紹
介
し
て
い
る
。
障
害
児
・
者
の
た
め
の
親
亡
き
後
対
策
で
は
あ
る
が
、
横
浜
市
の
事
例
を
取
り
上
げ
て
み
た（
３９
）い
。
横
浜
市
は
、
二
〇
一
〇
年
度
の
重
点
課
題
と
し
て
、「
親
亡
き
後
も
安
心
し
て
地
域
生
活
が
送
れ
る
仕
組
み
の
構
築
」
を
目
指
し
て
、「
後
見
的
支
援
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」
を
設
置
し
た
。
こ
こ
で
「
後
見
的
支
援
」
と
は
、「
民
法
上
の
成
年
後
見
制
度
の
み
で
は
な
く
、
支
援
を
要
す
る
障
害
者
の
権
利
擁
護
の
観
点
に
立
っ
て
、
地
域
に
お
い
て
安
心
し
た
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
支
援
シ
ス
テ
ム
」
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
成
年
後
見
制
度
が
基
盤
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
が
、
後
見
人
と
は
別
に
、
身
上
監
護
や
見
守
り
の
担
い
手
と
し
て
、
①
身
近
な
市
民
に
よ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
的
な
見
守
り
、
②
必
要
な
専
門
性
を
身
に
付
け
、
本
人
の
意
思
を
代
弁
す
る
こ
と
も
あ
る
行
政
か
ら
の
委
託
、
③
社
会
福
祉
の
専
門
職
で
権
利
擁
護
の
視
点
に
立
ち
、
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を
調
整
す
る
地
域
の
責
任
者
が
関
与
し
て
担
う
シ
ス
テ
ム
で
あ
り
、
こ
れ
が
「
住
民
の
支
え
合
い
」
と
し
て
だ
け
で
は
な
く
、
行
政
が
公
的
に
関
与
し
て
い
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
身
上
監
護
を
は
じ
め
、
後
見
人
が
や
り
き
れ
な
い
部
分
を
確
実
に
地
域
住
民
が
役
割
分
担
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神
を
大
事
に
し
な
が
ら
も
行
政
が
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
、
公
的
な
責
任
を
負
う
シ
ス
テ
ム
と
な
っ
て
い（
４０
）る
。
こ
の
よ
う
な
横
浜
市
の
シ
ス
テ
ム
は
、「
条
約
」
の
理
念
に
立
脚
し
た
公
的
支
援
シ
ス
テ
ム
の
ひ
と
つ
の
在
り
方
と
し
て
参
考
と
な
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
《論 説》
５０
国
も
老
人
福
祉
法
を
改
正
し
、
３２
条
の
２
を
創
設
し
（（
資
料
）
参
照
）、
市
町
村
長
は
、
審
判
の
請
求
の
適
切
な
実
施
に
資
す
る
よ
う
に
、
後
見
等
の
業
務
を
適
正
に
行
な
う
こ
と
が
で
き
る
人
材
の
育
成
お
よ
び
活
用
を
図
る
た
め
、
次
に
掲
げ
る
措
置
を
講
ず
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
し
て
い（
４１
）る
（
施
行
は
平
成
二
四
年
四
月
一
日
）。
①
研
修
の
実
施
②
後
見
等
の
業
務
を
適
正
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
者
の
家
庭
裁
判
所
へ
の
推
薦
③
そ
の
他
必
要
な
措
置
（
資
料
）
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
基
盤
強
化
の
た
め
の
介
護
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
に
よ
り
新
設
さ
れ
た
老
人
福
祉
法
３２
条
の
２
○
老
人
福
祉
法
（
後
見
等
に
係
る
体
制
の
整
備
等
）
第
３２
条
の
２
市
町
村
は
、
前
条
の
規
定
に
よ
る
審
判
の
請
求
の
円
滑
な
実
施
に
資
す
る
よ
う
、
民
法
に
規
定
す
る
後
見
、
保
佐
及
び
補
助
（
以
下
「
後
見
等
」
と
い
う
。）
の
業
務
を
適
正
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
人
材
の
育
成
及
び
活
用
を
図
る
た
め
、
研
修
の
実
施
、
後
見
等
の
業
務
を
適
正
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
者
の
家
庭
裁
判
所
へ
の
推
薦
そ
の
他
の
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
２
都
道
府
県
は
、
市
町
村
と
協
力
し
て
後
見
等
の
業
務
を
適
正
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
人
材
の
育
成
及
び
活
用
を
図
る
た
め
、
前
項
に
規
定
す
る
措
置
の
実
施
に
関
し
助
言
そ
の
他
の
援
助
を
行
う
よ
う
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
障害者権利条約と成年後見法
５１
市 町 村
家庭裁判所 実施機関⑥支援（専門職による相談等の支援）
④推薦（候補者の推薦）
⑤市民後見
　人の選任
①委託
③登録（研修修了
　者の名簿送付）
②研修（市民後見人
　養成研修の実施）
??? ??????
?????
?????
具
体
的
に
は
、
本
事
業
の
実
施
主
体
は
市
町
村
と
す
る
が
、
市
町
村
社
会
福
祉
協
議
会
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
等
の
適
切
な
事
業
運
営
が
確
保
で
き
る
と
認
め
ら
れ
る
団
体
に
委
託
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
し
た
。
事
業
内
容
と
し
て
は
、
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
（〈
図
〉
参
照
）。
①
市
民
後
見
人
養
成
の
た
め
の
研
修
の
実
施
②
市
民
後
見
人
の
活
動
を
安
定
的
に
実
施
す
る
た
め
の
組
織
体
制
の
構
築
③
市
民
後
見
人
の
適
正
な
活
動
の
た
め
に
弁
護
士
、
司
法
書
士
、
社
会
福
祉
士
等
の
専
門
職
に
よ
る
支
援
体
制
の
構
築
や
、
市
民
後
見
人
養
成
研
修
修
了
者
等
の
後
見
人
候
補
者
名
簿
へ
の
登
録
か
ら
家
庭
裁
判
所
へ
の
後
見
人
候
補
者
の
推
薦
の
た
め
の
枠
組
み
の
構
築
な
ど
④
そ
の
他
、
市
民
後
見
人
の
活
動
の
推
薦
に
関
す
る
事
業
市
民
後
見
人
を
活
用
し
た
取
組
例
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
筆
者
が
折
り
に
触
れ
て
導
入
を
主
張
し
て
き
た
ド
イ
ツ
の
世
話
法
に
お
け
る
司
法
・
行
政
・
民
間
の
連
携
シ
ス
テ（
４２
）ム
に
近
似
し
て
い
る
が
、
良
き
先
例
か
ら
学
ぶ
こ
と
は
適
切
な
こ
と
で
あ
り
、
我
が
国
で
の
実
務
が
「
条
約
」
の
理
念
に
照
ら
し
て
運
用
さ
れ
る
こ
と
を
切
望
し
た
い
。
そ
し
て
今
般
の
老
人
福
祉
法
の
改
正
を
契
機
に
成
年
後
見
法
制
全
般
に
お
い
て
公
的
支
援
シ
ス
テ
ム
が
機
能
す
る
よ
う
な
立
法
を
目
指
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
〈図〉市民後見人を活用した取組例のイメージ
《論 説》
５２
３成
年
後
見
法
の
改
正
「
条
約
」
の
理
念
・
精
神
を
具
現
化
す
る
た
め
に
は
、
現
行
成
年
後
見
法
の
改
正
を
避
け
て
通
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
第
一
に
、「
条
約
」
を
分
析
し
た
論
者
が
一
致
し
て
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
現
行
の
類
型
化
、
と
り
わ
け
後
見
類
型
は
維
持
し
え
な
い
の
で
は
な
い
か
。
私
見
は
、
法
定
後
見
の
三
類
型
を
廃
止
し
、
一
元
化
し
て
補
助
類
型
の
み
を
存
置
さ
せ
、
そ
の
う
え
で
、
本
人
の
同
意
と
い
う
要
件
（
民
法
１５
条
２
項
）
を
外
し
、
同
意
権
・
取
消
権
の
付
与
を
例
外
的
な
も
の
と
し
、
補
助
人
に
医
療
同
意
権
等
を
承
認
す
る
べ
き
で
あ
る
、
と
主
張
し
て
き（
４３
）た
。
私
見
の
よ
う
に
考
え
れ
ば
、
現
行
成
年
後
見
法
を
前
面
否
定
す
る
こ
と
な
く
、
運
用
実
績
に
照
ら
し
て
部
分
的
な
改
廃
で
済
む
こ
と
に
な
り
、
か
つ
「
条
約
」
の
理
念
・
精
神
に
合
致
し
た
も
の
と
な
る
の
で
は
な
い
か
。
第
二
に
、
現
行
成
年
後
見
法
の
体
系
は
財
産
管
理
に
偏
重
し
て
い
る
が
、
身
上
監
護
事
項
を
対
象
と
す
る
こ
と
を
明
記
す
る
べ
き
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
改
正
は
容
易
で
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
民
法
学
界
の
有
力
説
が
成
年
後
見
制
度
を
財
産
管
理
制
度
と
し
て
捉
え
て
お
り
、
改
正
に
は
消
極
的
だ
か
ら
で
あ（
４４
）る
。「
条
約
」
が
発
効
し
、
韓
国
の
新
成
年
後
見
法
が
い
と
も
簡
単
に
成
年
後
見
人
に
医
療
問
題
権
を
付
与
し
て
し
ま
っ
た
現
在
に
お
い
て
も
、
成
年
後
見
法
制
定
に
携
わ
っ
た
関
係
者
は
「
そ
も
そ
も
能
力
制
度
は
、
そ
の
人
の
財
産
を
管
理
す
る
た
め
の
制
度
で（
４５
）す
。」
と
の
見
解
を
な
お
維
持
し
よ
う
と
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
関
係
者
の
有
力
説
が
こ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
限
り
、
わ
が
国
の
司
法
界
で
は
民
法
改
正
は
事
実
上
困
難
な
の
で
あ
る
。
民
法
改
正
で
は
な
く
、
特
別
法
に
よ
る
対
応
の
方
が
「
条
約
」
の
理
念
・
精
神
を
活
か
す
近
道
で
あ
ろ
う
か
。
第
三
に
、
欠
格
事
由
の
全
面
的
な
見
直
し
、
特
に
選
挙
権
の
一
律
剥
奪
は
緊
急
の
立
法
課
題
で
あ（
４６
）る
。
選
挙
権
の
一
律
剥
奪
が
「
条
約
」
違
反
で
あ
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
障害者権利条約と成年後見法
５３
４新
し
い
可
能
性
の
模
索
こ
こ
で
は
特
に
信
託
制
度
の
活
用
可
能
性
に
つ
い
て
述
べ
て
お
き
た
い
。
横
浜
宣
言
は
、
本
人
の
能
力
制
限
を
と
も
な
わ
な
い
保
護
手
段
と
し
て
信
託
が
活
用
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。「
条
約
」
上
の
支
援
つ
き
意
思
決
定
の
ひ
と
つ
の
手
法
と
し
て
信
託
は
有
用
で
あ
り
、
私
見
も
成
年
後
見
代
替
型
の
信
託
制
度
の
導
入
が
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
こ
と
を
つ
と
に
主
張
し
て
き（
４７
）た
。
し
か
し
な
が
ら
、
最
高
裁
判
所
事
務
総
局
家
庭
局
、
法
務
省
民
事
局
、
社
団
法
人
信
託
協
会
に
よ
り
検
討
さ
れ
、
平
成
二
三
年
四
月
か
ら
導
入
が
予
定
さ
れ
て
い
た
「
後
見
制
度
支
援
信
託
」
の
実
施
が
延
期
さ
れ
た
結
果
と
し
て
、
信
託
制
度
の
有
用
性
を
説
く
横
浜
宣
言
そ
の
も
の
が
意
義
を
失
っ
て
し
ま
っ
た
か
の
よ
う
な
感
を
否
め
な
い
。
「
後
見
制
度
支
援
信
託
」
を
円
滑
に
実
施
す
る
た
め
に
は
、
最
高
裁
判
所
は
各
界
の
批（
４８
）判
に
謙
虚
に
耳
を
傾
け
て
、
制
度
を
手
直
し
の
う
え
早
期
に
導
入
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。
そ
の
う
え
で
本
格
的
な
成
年
後
見
代
替
型
の
信
託
制
度
が
導
入
さ
れ
る
こ
と
を
切
望
す
る
も
の
で
あ
る
。「
条
約
」
と
の
関
係
で
は
、「
家
庭
裁
判
所
の
指
示
に
基
づ
く
信
託
で
あ
り
、
信
託
契
約
す
る
こ
と
に
よ
り
財
産
が
受
託
者
に
名
義
変
更
さ
れ
、
そ
の
結
果
、
後
見
人
だ
け
で
な
く
被
後
見
人
本
人
に
お
い
て
も
そ
の
自
由
に
財
産
管
理
処
分
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
こ
と
か
ら
、
事
実
上
の
権
利
制
限
に
つ
な
が
る
と
の
見
方
が
あ（
４９
）る
。」
と
の
懸
念
に
も
配
慮
し
て
、
信
託
に
お
け
る
財
産
の
凍
結
機
能
の
み
な
ら
ず
、
受
益
者
の
利
益
の
た
め
の
財
産
の
管
理
運
用
・
利
益
の
分
配
と
い
っ
た
側
面
を
併
有
す
る
信
託
制
度
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
の
た
め
に
は
、「
後
見
制
度
支
援
信
託
」
の
よ
う
に
裁
判
所
の
「
指
示
」
に
よ
っ
て
発
動
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
法
律
上
の
根
拠
を
有
す
る
制
度
と
す
る
必
要
が
あ
る
。「
条
約
」
の
理
念
・
精
神
を
顧
慮
し
た
特
別
法
に
基
づ
く
新
た
な
「
後
見
制
度
支
援
信
託
」
は
可
能
で
は
な
い
の
だ
ろ
う
か
。
《論 説》
５４
５
「
前
門
の
虎
、
後
門
の
狼
」
―
ま
と
め
に
代
え
て
成
年
後
見
法
が
そ
の
機
能
を
十
分
に
果
た
す
た
め
に
は
、「
条
約
」
と
の
整
合
性
を
欠
く
現
行
成
年
後
見
法
制
の
抜
本
的
な
見
直
し
が
急
務
で
あ
る
。
と
り
わ
け
公
的
支
援
シ
ス
テ
ム
の
創
設
は
最
優
先
の
課
題
で
あ
る
。
公
的
支
援
シ
ス
テ
ム
に
お
い
て
は
、
行
政
が
公
的
責
任
を
負
い
な
が
ら
、
社
会
福
祉
的
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
既
述
の
通
り
で
あ
る
。
そ
れ
が
「
条
約
」
の
理
念
・
精
神
に
も
合
致
す
る
所
以
で
も
あ
る
。
し
か
し
大
切
な
こ
と
は
成
年
後
見
制
度
の
中
核
は
我
が
国
に
お
い
て
は
司
法
機
能
で
あ
る
、
と
い
う
点
で
あ
る
。
筆
者
は
こ
の
点
は
今
後
と
も
維
持
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
、
と
考
え
て
い
る
。「
条
約
」
の
「
独
立
の
、
か
つ
、
公
平
な
当
局
又
は
司
法
機
関
」
に
該
当
す
る
の
は
、
今
後
と
も
裁
判
所
で
あ
る
こ
と
が
最
も
妥
当
で
あ
る
。
そ
の
う
え
で
、
市
民
の
司
法
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
容
易
で
な
け
れ
ば
、
成
年
後
見
制
度
の
利
用
も
拡
が
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
。
市
民
は
ど
れ
位
裁
判
所
を
利
用
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
我
が
国
と
ド
イ
ツ
に
お
け
る
民
事
訴
訟
利
用
の
状
態
を
比
較
し
て
み
た
い
。
二
〇
〇
九
年
に
お
い
て
、
第
一
審
（
我
が
国
で
は
地
方
裁
判
所
お
よ
び
簡
易
裁
判
所
。
ド
イ
ツ
で
は
地
方
裁
判
所
、
区
裁
判
所
お
よ
び
専
門
裁
判
所
）
に
新
規
に
提
訴
さ
れ
た
民
事
訴
訟
の
件
数
は
、
わ
が
国
が
九
四
五
、
〇
八
六
件
、
ド
イ
ツ
が
二
、
六
六
〇
、
九
八
一
件
（
通
常
民
事
訴
訟
の
一
、
六
一
二
、
六
四
三
件
、
行
政
裁
判
所
一
二
三
、
一
八
三
件
、
税
務
裁
判
所
四
二
、
八
五
二
件
、
労
働
裁
判
所
四
九
四
、
五
一
二
件
、
社
会
裁
判
所
三
八
七
、
七
九
一
件
の
合
計
）
で
あ
る
。
こ
の
数
に
つ
い
て
人
口
比
を
勘
案
し
て
我
が
国
と
比
較
す
る
と
、
約
四
倍
と
な（
５０
）る
。
す
な
わ
ち
、
ド
イ
ツ
人
は
日
本
人
の
約
四
倍
の
頻
度
で
裁
判
所
を
利
用
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
我
が
国
は
、
先
進
諸
国
と
の
比
較
で
、
民
事
訴
訟
が
少
な
い
の
み
な
ら
ず
、
法
曹
（
裁
判
官
、
検
察
官
、
弁
護
士
）
が
少
な
い
点
に
も
特
徴
が
あ
る
。
法
曹
が
少
な
い
か
ら
訴
訟
が
少
な
い
の
か
、
訴
訟
が
少
な
い
か
ら
法
曹
が
少
な
い
の
か
で
は
な
く
、
裁
判
所
の
利
用
を
拡
大
さ
せ
障害者権利条約と成年後見法
５５
る
に
は
そ
の
た
め
の
制
度
的
条
件
の
整
備
が
必
要
で
あ
る
。
成
年
後
見
法
分
野
に
お
け
る
制
度
的
条
件
の
整
備
と
は
、
公
的
支
援
セ
ン
タ
ー
の
創
設
で
あ
る
。
ド
イ
ツ
に
お
い
て
世
話
法
が
機
能
し
て
い
る
の
は
、
公
的
支
援
シ
ス
テ
ム
が
法
律
に
よ
っ
て
整
備
さ
れ
、
そ
の
中
で
裁
判
所
が
利
用
し
や
す
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
か
ら
で
は
な
い
か
。
ド
イ
ツ
の
世
話
法
利
用
件
数
は
我
が
国
の
成
年
後
見
法
利
用
件
数
を
遥
か
に
凌
駕
し
て
い
る
の
で
あ（
５１
）る
。
公
的
支
援
セ
ン
タ
ー
の
創
設
に
よ
っ
て
市
民
の
司
法
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
容
易
と
な
り
、
成
年
後
見
制
度
の
利
用
も
拡
大
し
て
い
く
。
こ
れ
が
「
前
門
の
虎
、
後
門
の
狼
」
を
脱
す
る
こ
と
の
で
き
る
唯
一
の
途
で
は
な
い
の
だ
ろ
う
か
。
成
年
後
見
法
分
野
で
の
裁
判
所
の
利
用
拡
大
を
契
機
と
し
て
司
法
の
容
量
が
全
体
と
し
て
拡
大
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ（
５２
）る
。
こ
れ
こ
そ
が
真
の
司
法
制
度
改
革
の
緒
の
ひ
と
つ
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
（
１
）
新
井
誠
「
成
年
後
見
法
の
展
望
―
―
あ
る
べ
き
姿
を
求
め
て
」
新
井
誠
・
赤
沼
康
弘
・
大
貫
正
男
編
『
成
年
後
見
法
制
の
展
望
』（
日
本
評
論
社
、
二
〇
一
一
年
）
五
二
六
―
五
三
一
頁
。
な
お
、
本
稿
は
拙
稿
「
障
害
者
権
利
条
約
と
成
年
後
見
法
」
実
践
成
年
後
見
法
四
一
号
（
二
〇
一
二
年
）
一
三
―
三
〇
頁
に
加
筆
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
お
断
り
し
て
お
き
た
い
。
（
２
）
新
井
・
前
掲
注
（
１
）
五
三
一
頁
。
（
３
）
「
条
約
」
を
包
括
的
に
理
解
す
る
た
め
に
は
、
松
井
亮
輔
・
川
島
聡
編
『
概
説
障
害
者
権
利
条
約
』（
法
律
文
化
社
、
二
〇
一
〇
年
）
が
有
益
で
あ
る
。
ま
た
崔
栄
繁
「
障
害
の
あ
る
人
の
権
利
に
関
す
る
条
約
と
障
害
者
自
律
支
援
法
―
条
約
上
の
『
自
立
生
活
条
項
』
か
ら
の
検
討
」
茨
木
尚
子
・
大
態
由
紀
子
・
尾
上
浩
二
・
北
野
誠
一
・
竹
端
寛
編
著
『
障
害
者
総
合
福
祉
サ
ー
ビ
ス
法
の
展
望
』（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
〇
〇
九
年
）
一
九
八
―
二
一
九
頁
、
沖
倉
智
美
「『
障
害
者
の
権
利
に
関
す
る
条
約
』
と
日
本
の
成
年
後
見
制
度
」
新
井
誠
・
赤
沼
康
弘
・
大
貫
正
男
編
『
成
年
法曹の数
法曹１人当た
りの国民数
２９０
７１０
７４０
１，６４０
６，３００
『司法制度改革審議会中間報告』２０００年より
法曹の数
９４１，０００
８３，０００
１１１，０００
３６，０００
２０，０００
ア メ リ カ
イ ギ リ ス
ド イ ツ
フ ラ ン ス
日 本
《論 説》
５６
後
見
法
制
の
展
望
』（
日
本
評
論
社
、
二
〇
一
一
年
）
二
二
四
―
二
四
五
頁
も
貴
重
で
あ
り
、
本
稿
執
筆
の
う
え
で
も
役
立
っ
た
。
（
４
）
川
島
聡
・
東
俊
裕
「
障
害
者
の
権
利
条
約
の
成
立
」
長
瀬
修
・
東
俊
裕
・
川
島
聡
編
『
障
害
者
の
権
利
条
約
と
日
本
―
概
要
と
展
望
』（
生
活
書
院
、
二
〇
〇
八
年
）
二
〇
頁
。
（
５
）
崔
・
前
掲
注
（
３
）
二
〇
一
頁
。
（
６
）
「
条
約
」
の
日
本
語
訳
に
つ
い
て
は
、「
二
〇
〇
九
年
政
府
仮
訳
」
松
井
・
川
島
・
前
掲
注
（
３
）
三
四
五
―
三
六
三
頁
所
収
を
用
い
た
。
（
７
）
こ
こ
で
の
叙
述
は
二
〇
一
〇
年
一
〇
月
に
横
浜
で
開
催
さ
れ
た
世
界
成
年
後
見
法
会
議
に
お
け
る
ゲ
ッ
チ
ン
ゲ
ン
大
学
教
授
フ
ォ
ル
カ
ー
・
リ
ッ
プ
（V
olker
Lipp
）
氏
の
基
調
報
告
（“G
uardianship
and
A
utonom
y:F
oes
or
F
riends?”
）
か
ら
貴
重
な
示
唆
を
得
た
。
同
報
告
に
つ
い
て
は
、
矢
頭
範
之
「
フ
ォ
ル
カ
ー
・
リ
ッ
プ
『
自
律
と
成
年
後
見：
敵
か
味
方
か
？
』
傍
聴
記
」
実
践
成
年
後
見
三
六
号
（
二
〇
一
一
年
）
三
二
―
三
四
頁
、
フ
ォ
ル
カ
ー
・
リ
ッ
プ
「
成
年
後
見
と
自
律
―
敵
か
味
方
か
？
」
新
井
誠
監
修
・
紺
野
包
子
訳
『
成
年
後
見
法
に
お
け
る
自
律
と
保
護
〔
成
年
後
見
法
世
界
会
議
講
演
録
〕』（
二
〇
一
二
年
、
日
本
評
論
社
）
四
一
―
四
九
頁
参
照
。
（
８
）
欧
州
評
議
会
「
一
九
九
九
年
無
能
力
成
年
者
の
保
護
に
関
す
る
勧
告
」（C
ouncil
of
E
uropa’ s
R
ecom
m
endation
on
the
Protection
of
Incapable
A
dults
of
1999
）
原
則
３
（Principle
3
）。
内
容
に
つ
い
て
は
、
Ⅲ
１
に
お
い
て
述
べ
る
。
（
９
）
こ
こ
で
の
叙
述
に
際
し
て
も
、
リ
ッ
プ
・
前
掲
注
（
７
）
を
参
照
し
た
。
上
山
泰
「
制
限
行
為
能
力
制
度
の
廃
止
・
縮
減
に
向
け
て
」
成
年
後
見
法
研
究
８
号
（
二
〇
一
一
年
）
二
五
―
二
六
頁
も
欧
州
評
議
会
勧
告
に
つ
い
て
言
及
し
て
お
り
、
有
益
で
あ
る
。
（
１０
）
リ
ッ
プ
・
前
掲
注
（
７
）
参
照
。「
条
約
」
と
ド
イ
ツ
世
話
法
の
関
連
に
つ
い
て
は
、V
olker
Lipp,
U
N
-B
ehindertenrechtskonvention
und
B
etreuungsrecht,B
tPrax
6／2010,S.263
―267
参
照
。
（
１１
）
比
較
法
の
見
地
か
ら
は
、
三
本
の
論
稿
を
「
条
約
」
特
集
と
し
て
掲
載
し
たB
tPrax
5／2010
が
有
益
で
あ
る
（V
alentin
A
ichele,
Jochen
B
ernstorff,D
as
M
enschenrecht
anf
gleiche
A
nerkennung
vor
dem
R
echt:Zur
A
uslegung
von
A
rt.12
der
U
N
-B
ehinderten-
rechtskonvention;
M
ichael
G
anner,
Peter
B
arth,
D
ie
A
usw
irkungen
der
U
N
-B
ehindertenrechtskonvention
anf
das
o¨ster-
reichische
Sachw
alterrecht;
U
lrich
H
ellm
ann,
Zur
V
ereinbarkeit
des
W
ahlrechtsausschlusses
nach
§
13
N
r.
2
B
W
G
m
it
bestehenden
vo¨lkerrechtlichen
V
erpflichtungen
）。
（
１２
）
池
原
毅
和
「
法
的
能
力
」
松
井
・
川
島
・
前
掲
注
（
３
）
一
八
三
―
一
九
九
頁
参
照
。
池
原
毅
和
『
精
神
障
害
法
』（
三
省
堂
、
二
〇
一
一
年
）
障害者権利条約と成年後見法
５７
二
六
六
―
三
一
七
頁
も
参
照
。
（
１３
）
池
原
・
前
掲
注
（
１３
）「
法
的
能
力
」
一
九
一
頁
。
（
１４
）
池
原
・
前
掲
注
（
１３
）「
法
的
能
力
」
一
九
二
頁
。
（
１５
）
池
原
・
前
掲
注
（
１３
）「
法
的
能
力
」
一
九
三
頁
。
（
１６
）
池
原
・
前
掲
注
（
１３
）「
法
的
能
力
」
一
九
三
―
一
九
四
頁
。
（
１７
）
池
原
・
前
掲
注
（
１３
）「
法
的
能
力
」
一
九
四
頁
。
（
１８
）
池
原
・
前
掲
注
（
１３
）「
法
的
能
力
」
一
九
四
―
一
九
五
頁
。
（
１９
）
池
原
・
前
掲
注
（
１３
）「
法
的
能
力
」
一
九
六
頁
。
（
２０
）
沖
倉
・
前
掲
注
（
３
）
二
二
四
―
二
四
五
頁
。
（
２１
）
沖
倉
・
前
掲
注
（
３
）
二
三
六
頁
。
（
２２
）
沖
倉
・
前
掲
注
（
３
）
二
三
六
頁
。
（
２３
）
沖
倉
・
前
掲
注
（
３
）
二
三
七
頁
。
（
２４
）
沖
倉
・
前
掲
注
（
３
）
二
三
七
頁
。
（
２５
）
沖
倉
・
前
掲
注
（
３
）
二
三
八
頁
。
（
２６
）
沖
倉
・
前
掲
注
（
３
）
二
三
八
―
二
三
九
頁
。
（
２７
）
沖
倉
・
前
掲
注
（
３
）
二
四
〇
頁
。
（
２８
）
沖
倉
・
前
掲
注
（
３
）
二
四
一
頁
。
（
２９
）
上
山
泰
「
制
限
行
為
能
力
制
度
の
廃
止
・
縮
減
に
向
け
て
」
成
年
後
見
法
研
究
八
号
（
二
〇
一
一
年
）
二
〇
―
三
四
頁
参
照
。
な
お
、
同
稿
は
成
年
後
見
法
学
会
第
七
回
学
術
大
会
〔
第
二
分
科
会
―
能
力
制
限
の
廃
止
・
縮
減
―
能
力
制
限
な
き
後
見
支
援
の
可
能
性
を
求
め
て
〕
に
お
け
る
問
題
提
起
論
文
で
も
あ
る
こ
と
に
留
意
し
た
い
。
上
山
泰
・
菅
富
美
枝
「
成
年
後
見
制
度
の
理
念
的
再
検
討
―
イ
ギ
リ
ス
・
ド
イ
ツ
と
の
比
較
を
踏
ま
え
て
―
」
筑
波
ロ
ー
・
ジ
ャ
ー
ナ
ル
八
号
（
二
〇
一
〇
年
）
一
―
三
三
頁
も
参
照
。
（
３０
）
上
山
・
前
掲
注
（
２９
）
二
七
頁
。
《論 説》
５８
（
３１
）
上
山
・
前
掲
注
（
２９
）
二
七
―
二
八
頁
。
（
３２
）
上
山
・
前
掲
注
（
２９
）
二
九
頁
。
（
３３
）
上
山
・
前
掲
注
（
２９
）
二
九
頁
。
（
３４
）
上
山
・
前
掲
注
（
２９
）
三
三
―
三
四
頁
。
（
３５
）
横
浜
宣
言
に
関
す
る
邦
語
文
献
と
し
て
は
、
新
井
誠
「『
横
浜
宣
言
』
と
成
年
後
見
制
度
の
改
革
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
四
一
五
号
（
二
〇
一
一
年
）
二
―
七
頁
、
赤
沼
康
弘
「
成
年
後
見
制
度
に
関
す
る
横
浜
宣
言
」
実
践
成
年
後
見
法
三
六
号
（
二
〇
一
一
年
）
一
二
二
―
一
二
八
頁
が
あ
る
。
（
３６
）
た
と
え
ば
新
井
誠
「
成
年
後
見
制
度
施
行
１０
年
を
振
り
返
っ
て
」
法
律
の
ひ
ろ
ば
五
八
巻
六
号
（
二
〇
一
〇
年
）
六
―
七
頁
、
新
井
・
前
掲
注
（
１
）
五
四
四
―
五
四
六
頁
等
。
（
３７
）
池
原
「
法
的
能
力
」
松
井
・
川
島
・
前
掲
注
（
３
）
一
九
六
頁
。
（
３８
）
沖
倉
・
前
掲
注
（
３
）
二
四
一
―
二
四
二
頁
。
（
３９
）
こ
こ
で
の
紹
介
は
、
二
〇
一
〇
年
成
年
後
見
法
世
界
会
議
報
告
・
石
渡
和
実
「
高
次
脳
機
能
障
害
と
成
年
後
見
―
地
域
の
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
に
向
け
て
―
」
に
依
る
。
（
４０
）
大
曽
根
寛
『
社
会
福
祉
に
お
け
る
権
利
擁
護
』（
放
送
大
学
教
育
振
興
会
、
二
〇
〇
八
年
）
も
「
社
会
的
後
見
」
の
意
義
を
説
き
、「
こ
の
社
会
的
後
見
が
円
滑
に
機
能
す
る
た
め
に
は
、
地
域
社
会
の
見
守
り
共
同
体
が
存
在
し
続
け
る
こ
と
が
大
切
で
あ
り
、
ま
た
関
係
機
関
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
必
要
と
さ
れ
、
権
利
擁
護
の
土
壌
を
形
成
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。」
と
述
べ
て
い
る
（
一
二
二
頁
）。
（
４１
）
厚
生
労
働
省
老
健
局
高
齢
者
支
援
課
認
知
症
・
虐
待
防
止
対
策
推
進
室
「
市
民
後
見
人
の
育
成
お
よ
び
取
組
み
」
実
践
成
年
後
見
三
八
号
（
二
〇
一
一
年
）
六
八
〜
六
九
頁
に
依
る
。
（
４２
）
た
と
え
ば
新
井
・
前
掲
注
（
３６
）。
（
４３
）
た
と
え
ば
新
井
・
前
掲
注
（
１
）
五
三
三
―
五
三
四
頁
。
横
浜
宣
言
で
は
、
類
型
の
見
直
し
は
「
新
た
な
成
年
後
見
制
度
の
可
能
性
」
で
取
り
扱
わ
れ
て
い
る
が
、「
条
約
」
と
の
関
連
性
を
論
ず
る
本
稿
で
は
「
現
行
成
年
後
見
法
の
改
正
と
そ
の
運
用
の
改
善
」
の
問
題
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
る
。
（
４４
）
新
井
誠
「
成
年
後
見
法
の
構
造
と
展
開
」
新
井
誠
・
山
本
敬
三
編
『
ド
イ
ツ
法
の
継
受
と
現
代
日
本
法
（
ゲ
ル
ハ
ル
ド
・
リ
ー
ス
教
授
退
官
記
障害者権利条約と成年後見法
５９
念
論
文
集
）』（
日
本
評
論
社
、
二
〇
〇
九
年
）
七
三
―
九
八
頁
参
照
。
（
４５
）
「
成
年
後
見
制
度
と
立
法
過
程
―
星
野
英
一
先
生
に
聞
く
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
一
七
二
号
（
二
〇
〇
〇
年
）
六
頁
。
（
４６
）
竹
中
勲
「
成
年
被
後
見
人
の
自
己
人
生
創
造
希
求
権
と
選
挙
権
」
新
井
誠
・
赤
沼
康
弘
・
大
貫
正
男
編
『
成
年
後
見
法
制
の
展
望
』（
日
本
評
論
社
、
二
〇
一
一
年
）
二
一
〇
―
二
二
三
頁
が
有
益
で
あ
る
。
（
４７
）
新
井
誠
『
財
産
管
理
制
度
と
民
法
・
信
託
法
』（
有
斐
閣
、
一
九
九
〇
年
）、
新
井
誠
編
『
高
齢
社
会
と
信
託
』（
有
斐
閣
、
一
九
九
五
年
）、
新
井
誠
『
成
年
後
見
法
と
信
託
法
』（
有
斐
閣
、
二
〇
〇
五
年
）、
新
井
誠
『
信
託
法
（
第
三
版
）』（
有
斐
閣
、
二
〇
〇
八
年
）
等
（
４８
）
最
も
厳
し
い
批
判
と
し
て
は
、
上
山
・
前
掲
注
（
２９
）
三
一
頁
が
「
こ
の
し
く
み
で
は
、
金
銭
信
託
の
ス
キ
ー
ム
を
利
用
し
て
、
本
人
の
財
産
の
大
半
を
受
託
者
で
あ
る
信
託
銀
行
等
の
管
理
下
に
お
き
、
本
人
は
も
と
よ
り
、
成
年
後
見
人
に
も
自
由
な
財
産
処
分
を
不
可
能
と
す
る
こ
と
で
、
後
見
人
の
横
領
等
の
防
止
を
企
図
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
資
産
の
単
な
る
保
全
が
本
人
の
最
善
の
利
益
と
同
視
さ
れ
て
し
ま
っ
て
お
り
、
本
人
の
生
活
の
質
の
維
持
・
向
上
の
た
め
に
財
産
を
積
極
的
に
活
用
す
る
と
い
う
最
も
肝
心
の
視
点
が
抜
け
落
ち
て
し
ま
っ
て
い
る
。
と
い
う
の
も
、
こ
の
ス
キ
ー
ム
は
親
族
後
見
事
案
を
対
象
と
し
て
い
る
が
、
一
般
に
推
定
相
続
人
の
地
位
を
有
す
る
親
族
後
見
人
に
と
っ
て
、
最
も
経
済
合
理
的
な
行
動
は
、
信
託
財
産
の
減
少
を
防
ぎ
、
結
果
と
し
て
、
相
続
財
産
を
で
き
る
限
り
維
持
す
る
こ
と
に
あ
る
。」
（
４９
）
社
団
法
人
成
年
後
見
セ
ン
タ
ー
・
リ
ー
ガ
ル
サ
ポ
ー
ト
「『
後
見
制
度
支
援
信
託
』
に
つ
い
て
」（
二
〇
一
一
年
三
月
一
〇
日
）
二
頁
。
（
５０
）
民
事
訴
訟
利
用
件
数
の
日
独
比
較
に
つ
い
て
は
、
広
渡
清
吾
『
比
較
法
社
会
論
―
日
本
と
ド
イ
ツ
を
中
心
に
―
』（
放
送
大
学
教
育
振
興
会
、
二
〇
〇
七
年
）
一
五
七
―
一
六
九
頁
が
有
益
で
あ
る
。
（
５１
）
ド
イ
ツ
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
た
と
え
ば
上
山
泰
「
成
年
後
見
制
度
の
運
用
状
況
―
新
制
度
１０
年
間
の
通
信
簿
」
新
井
誠
・
赤
沼
康
弘
・
大
貫
正
男
『
成
年
後
見
法
制
の
展
望
』（
日
本
評
論
社
、
二
〇
一
一
年
）
五
八
―
六
五
頁
、
神
野
礼
斉
「
ド
イ
ツ
世
話
法
の
概
要
」
同
一
四
八
―
一
六
四
頁
が
最
近
の
動
向
を
伝
え
て
い
る
。
（
５２
）
広
渡
・
前
掲
注
（
５０
）
も
指
摘
す
る
よ
う
に
、
我
が
国
の
司
法
を
「
法
化
」
概
念
の
下
に
包
摂
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
と
り
わ
け
成
年
後
見
制
度
の
利
用
拡
大
の
た
め
に
は
、
そ
の
こ
と
が
妥
当
す
る
の
で
は
な
い
か
。
も
ち
ろ
ん
、
成
年
後
見
制
度
の
普
及
の
た
め
に
は
、
社
会
保
障
上
の
給
付
に
関
す
る
法
制
度
（
イ
ギ
リ
ス
のappointee
、
ア
メ
リ
カ
のpayee
）
の
新
設
等
の
総
合
的
対
応
が
欠
か
せ
な
い
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
か
ろ
う
（
た
と
え
ば
、
イ
ギ
リ
ス
法
の
嘱
託
代
理
人
を
論
じ
た
新
井
・
前
掲
注
（
４７
）『
成
年
後
見
法
と
信
託
法
』
一
〇
二
―
一
一
六
頁
参
照
）。
《論 説》
６０
成
年
後
見
法
制
の
整
備
に
向
け
て
、
公
益
社
団
法
人
成
年
後
見
セ
ン
タ
ー
・
リ
ー
ガ
ル
サ
ポ
ー
ト
の
松
井
理
事
長
が
提
示
し
た
工
程
表
は
適
切
で
あ
り
、
作
業
が
計
画
通
り
進
捗
す
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
（
松
井
秀
樹
「
働
く
こ
と
は
、
祈
る
こ
と
で
あ
る
（W
orking
is
praying
）
月
報
司
法
書
士
四
七
三
号
（
二
〇
一
一
年
）
一
一
一
―
一
一
二
頁
）。
二
〇
一
一
年
九
月
四
日
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
市
ア
マ
リ
エ
ン
通
り
三
三
番
地
の
研
究
所
に
て
脱
稿
障害者権利条約と成年後見法
６１
